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操法大会の結果は20ページに掲載しています。
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※掲載している施設やイベントにおいて、車イスの利用を希望される方は、各主催者などにお問合せください。
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時＝日時、期日　所＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　対＝対象、資格　
定＝定員、募集人数　¥＝料金、参加費　持＝持ち物　申＝申し込み　
問＝問い合わせ　主＝主催　共＝共催・協力　後＝後援　他＝その他
着先 …申込先着順　 選抽 …申込多数の場合抽選

注）対どなたでも、定特になし、¥無料、申不要（直接会場へ）の場合は記載なし
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農からつながる　明日への芽吹き

市では、小学校から大学まで、農に関する様々な学習をおこなっています。
まちの自然環境や受け継がれてきた食文化、エネルギーの源となる農を再確認しましょう。

　

４
月
に
城
山
台
地
区
に
京
都

大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
の
農

場
が
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
津
農
場
は
、約
25
ヘ
ク
タ
ー

ル（
な
ん
と
、
甲
子
園
約
６
個

分
！
）
の
敷
地
に
、
４
０
０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
や
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
水
田
や
畑

地
、果
樹
園
、施
設
園
芸
用
温
室

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
津
農
場
で
は
、調
理
実
習

室
も
備
え
、こ
れ
ま
で
の
施
設

で
は
出
来
な
か
っ
た
農
作
物
の

栽
培
か
ら
調
理
・
食
ま
で
一
連

の
実
習
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
用
の
研
究
室
と
圃
場
も
設

置
し
、学
内
外
の
研
究
者
と
広

く
共
同
研
究
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、企
業
と
の
連
携

に
よ
り
、古
代
小
麦
を
原
料
と

す
る
京
大
ビ
ー
ル
の
開
発
や
、

「
京
て
ま
り
」「
京
あ
か
ね
」
な

ど
の
ト
マ
ト
は
新
京
野
菜
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

京
大
農
場
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
、地
域
社
会
と
連
携
を
進
め
て

い
く
た
め
に
研
究
成
果
の
報
告
や

皆
さ
ん
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を

取
り
入
れ
た
公
開
講
座
を
開
き
、

農
学
知
識
の
普
及
に
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
3
日
に
農
場
が
開
放
さ
れ
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
、農
の
最
先
端
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム

　

農
場
ツ
ア
ー
、農
業
体
験
、公
開
ラ
ボ
、

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
一
般
の
方
を
対
象
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

公
開
講
座

　

農
学
研
究
科
の
教
員
に
よ
る
専
門
分
野

の
紹
介
や
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

味
わ
っ
て
み
よ
う

　

農
場
で
生
産
し
た
農
作
物
が
購
入
で
き

ま
す
。普
段
、手
に
入
ら
な
い
花
や
野
菜
に

出
会
え
る
か
も
。

京
大
農
場
オ
ー
プ
ン

行
っ
て
み
よ
う
京
大
農
場

　
　

な
ぜ
、木
津
川
市
に
移
転
し
た
の
？

　
　

�

移
転
前
は
高
槻
市
で
90
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
し

た
が
、今
後
の
研
究
の
展
開
に
は
広
い
土
地
が

必
要
だ
っ
た
こ
と
、ま
た
木
津
川
市
は
、元
々
農

業
が
営
ま
れ
、水
が
豊
か
な
土
地
で
あ
り
、栽
培

す
る
の
に
最
も
適
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
　

�

農
場
完
成
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
が
か
か
り

ま
す
か
？

　
　

�

作
物
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
生
き
物
な
の
で
、土
づ

く
り
や
果
樹
の
育
成
な
ど
、農
場
が
完
成
す
る

ま
で
あ
と
7
〜
8
年
ほ
ど
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　

ど
ん
な
研
究
を
し
て
い
る
の
？

　
　

�

水
稲
や
果
物
、野
菜
、花
な
ど
の
高
収
穫
、高
品

質
生
産
技
術
や
新
品
種
育
成
な
ど
の
基
礎
的
、応

用
的
研
究
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、太
陽
光
発
電

な
ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
農
業
生
産
と

農
地
に
お
け
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
協
調

し
て
お
こ
な
う「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ
ー

ム
」の
実
証
研
究
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

　
　

ど
ん
な
農
作
物
の
栽
培
を
し
て
い
る
の
？

　
　

�

果
物
は
梨
、
柿
、
葡
萄
、
桃
な
ど
で
、
京
大
が
生

ん
だ
梨「
菊
水
」は
皆
さ
ん
ご
存
知
の「
豊
水
」や

「
幸
水
」な
ど
の
日
本
梨
の
多
く
に
そ
の
遺
伝
子

北
島
教
授
に
直
撃
！

こ
こ
が
知
り
た
い
京
大
農
場

６月17日　オープニングセレモニーの様子
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が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。柿「
太
秋
」は
果
実

が
大
き
く
、食
感
が
サ
ク
サ
ク
し
て
糖
度
が
高

い
の
で
オ
ス
ス
メ
で
す
。そ
の
ほ
か
、ト
マ
ト
、

苺
、ダ
イ
シ
ョ
、玉
葱
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、米
、小

麦
や
花
は
バ
ラ
を
メ
イ
ン
に
、サ
ボ
テ
ン
、花
壇

苗
な
ど
も
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
　

�

収
穫
物
は
、ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
ま
す
か
？

　
　

�

農
場
の
販
売
室
で
住
民
販
売
を
し
ま
す
。
今

は
、移
転
し
た
ば
か
り
で
、収
穫
物
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、秋
頃
か
ら
は
、色
々
な
も
の
が
収
穫
で
き

る
予
定
で
す
。オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ー
ム
な
ど
で
販
売

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ハ
ウ
ス
栽
培
の
特
徴
は
？

　
　

�

冬
の
暖
房
に
は
化
石
燃
料
よ
り
も
Ｃ
Ｏ
２

排
出
が

少
な
い
ガ
ス
や
電
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
　

�

ガ
ス
暖
房
で
は
、熱
と
電
気
を
つ
く
っ
て
ハ
ウ

ス
を
暖
房
し
、排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２

は
ハ
ウ
ス
内

に
送
っ
て
作
物
の
光
合
成
を
高
め
る
ト
リ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
な
ど
、環

境
に
や
さ
し
い
農
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
　

地
域
の
農
業
と
の
か
か
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　

�

開
発
し
た
ト
マ
ト
の「
京
て
ま
り
」は
、冬
で
も

無
暖
房
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
で
き
る
た
め
、小
規

模
な
農
家
の
多
い
京
都
で
も
ハ
ウ
ス
栽
培
が
可

能
と
な
り
、地
産
地
消
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

北島 宣　氏
京都大学
農学研究科附属農場　主事
植物生産管理学分野　農学博士

　

京
都
・
山
城
は
、「
抹
茶
」「
煎
茶
」「
玉
露
」を
生
み
出
し
、

「
茶
の
湯
」を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
喫
茶
文
化
を
支
え
、

リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
魅
力
や
物

語
が
認
め
ら
れ
、「
日
本
茶
８
０
０
年
の
歴
史
散
歩
～
京
都

・
山
城
」と
し
て
、平
成
27
年
度
に
日
本
遺
産
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
28
年
４
月
に
、
１
９
０
１
年
の
開
校
以

来
、長
年
に
わ
た
り
茶
業
技
術
に
関
す
る
専
門
的
な
教
育

を
推
進
し
、お
茶
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
木
津
高
校
が

日
本
遺
産
に
追
加
認
定
さ
れ
ま
し
た
。１
９
２
６
年
に
茶

業
関
係
団
体
の
寄
附
に
よ
っ
て
茶
園
や
製
茶
工
場
を
整
備

す
る
な
ど
、地
域
の
茶
業
と
の
強
い
結
び
つ
き
や
、現
在
も

日
本
で
唯
一
、茶
業
教
育
を
お
こ
な
う
高
校
と
し
て
の
実

績
が
、日
本
遺
産
認
定
に
繋
が
り
ま
し
た
。

日
本
遺
産
認
定

　
　
　
　

―
１
１
５
年
の
伝
統　

府
立
木
津
高
等
学
校
―

　

現
在
は
、Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、Ｔ
Ｖ
Ｆ
講
座
、宇
治
植

物
園
や
木
の
津
ま
つ
り
で
の
出
店
な
ど
を
通
し
て
、茶
業

や
農
業
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、筍
の

地
産
地
消
や
放
置
竹
林
の
整
備
を
め
ざ
し
、名
産
の
筍
焼

酎
の
酒
粕
を
使
っ
た
ご
ま
だ
ん
ご
や
黒
糖
ま
ん
じ
ゅ
う
を

販
売
し
、好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

11
月
23
日
に
は
、あ
す
き
ょ
う
フ
ェ
ス
タ
に
出
展
し
、

「
お
茶
の
京
都
」や
日
本
遺
産
認
定
を
き
っ
か
け
に
注
目

を
浴
び
る
お
茶
の
文
化
や
、木
津
高
校
の
歴
史
に
、た
く
さ

ん
の
方
に
触
れ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

昭和初期の
木津高校製茶工場

当時の作業場の様子

　

京
都
食
育
先
生
の
認
定
を
受
け
て
い
る
農
家
の

市
川
さ
ん
の
畑
で
、小
中
学
生
に
よ
る
農
業
体
験
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
×
農
業

　

６
月
１
日
、木
津
川
台
小
学
校
の
３
年
生
が
農

家
見
学
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。ナ
ス
を
観
察
し
て
写

生
し
た
り
、花
の
色
や
形
な
ど
の
質
問
を
し
た
り
し

て
、身
近
に
農
業
を
感
じ
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

採
り
た
て
の
ナ
ス
を
そ
の
場

で
食
べ
る
と
、「
苦
い
」「
お
い
し

い
」「
か
た
い
」と
様
々
な
感
想
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。い
つ
も
ス
ー

パ
ー
で
見
る
野
菜
を
畑
で
見
る

こ
と
で
、野
菜
へ
の
苦
手
意
識
を

克
服
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
学
生
×
農
業

　

６
月
15
日
・
16
日
、木
津
第
二
中
学
校
２
年
生
５

人
が
、職
業
体
験
学
習
の
一
環
で
農
業
を
体
験
し
ま

し
た
。朝
６
時
か
ら
ナ
ス
の
収
穫
・
出
荷
作
業
、耕
地

な
ど
を
お
こ
な
い
、汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

木
津
第
二
中
学
校
の
給
食
に
は
、市
川
さ
ん
の
畑

で
採
れ
た
ナ
ス
や
大
根
が
使

わ
れ
て
お
り
、市
内
産
の
野

菜
を
さ
ら
に
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

市
川
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

苦
手
な
野
菜
も
、友
達
や
作
っ
た
人

と
一
緒
な
ら
食
べ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。小
さ
い
頃
か
ら
野
菜
を
食
べ

て
、好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ＱＡ ＱＡ ＱＡ



◎�参加のきっかけは？�
「アットホームな雰囲気のアートフェスで、いい発表機会に
なったよ」という出展を経験した友人の感想を聞いたり、九
州や関東の芸術祭に参加したときも木津川アートが話題に
のぼるなど、その認知度を実感していました。今回タイミン
グが合い、木津川アートだから表現できるものと、自分が次
に創りだしたいものとがうまく一致し、「やっと行けるぞ」
と思い応募しました。

◎海外でも展示をされていますね？�
最近だと、モスクワでおこないました。“小さな空間”と呼ば
れている展示場所が300坪もあって、スケール感が日本と
は異なります。海外では勝手が違うので苦労もありますが、
展示のテクニカルサポートは手厚く、ボランティアより専
門スタッフの数が多いことなどに感心しました。

◎�木津川アート2016を見に来られる方々に、メッセージを
お願いします。�
様々な作家が作品を展示するにあたって、展示空間や周辺
環境と対話をしています。木津川アート2016では、その対
話を感じながら、アートとその空間・場所とを行き来してほ
しいと思っています。

◎参加のきっかけは？�
北海道から引っ越してきたのが、2010年。ちょうど木津川
アートが始まったころだったんです。関西にまったく知り
合いもなく、この地域に関わりたいと思っていたところに、
偶然、ボランティア募集を見かけたのが最初です。不安はあ
りましたが、それでもみなさん、温かく迎え入れてください
ました。

◎ボランティアに興味がある方に、メッセージをお願いします。�
アートのボランティアには、昔から木津川市に住んでいる
方もいれば、新住民もいます。色んな境遇・年代で、それぞれ
の関わり方があると思います。実は私はアートのことはよ
くわからないのですが、それでも楽しく活動しています。オ
ープンな雰囲気の場ですので、地域に対して何か力になり
たいという方にとって、木津川アートは活用できる場だと
思っています。私のように新しくこのまちに来た人間は、今
のまちなみしか知りませんが、アートをきっかけにまちを
巡って、地元の人の話を聞いていると、昔の風景が見えてく
るようになりました。このことは、ぜひ、新たにこのまちに
来た方に感じていただきたいですね。

5

木津川市在住アーティストを
5回にわたって紹介します！

第2回

奥
おくなか

中章
あきひと

人さん
（やわらかい彫刻）

渡
わたなべ

邉斉
ただし

志さん

ボランティアさん
紹介のコーナー

木津川アートは、ボランティアの方の協力で成り立っています。

木津川アート2016の参加作家『松井ゆめ』さんが、市民参加型の作品を制作されます。
作品のテーマは『折って繋ぐ記憶』。かつて木津川を賑わしていた『帆掛け船』を廃棄紙を活用し作品にすることで、木
津川に眠る記憶を掘り起こします。方法は簡単！説明書を見て折り紙で「船」を折り、投稿ポストに入れるだけです。
あなたの折り船が、作品の一部になる楽しさを経験してみませんか？

木津川アートの魅力は、何と言ってもボランティアの活躍です！！
展示会場を作家さんと一緒にお掃除しましょう。
・８月	 8日（月）　山本邸
・８月20日（土）　旧JA倉庫
参加希望の方は、木津川アートプロジェクト事務局（☎︎73-8191）へ。

あなたも木津川アート作家に？！

ボランティア「おそうじ隊」募集！

説明書と
投稿ポストの
設置場所

◆市役所、加茂・山城支所
◆中央・加茂・山城図書館
◆西部出張所（高の原イオン2階）

◆木津川市観光協会（ガーデンモール木津川2階）
◆ショップ木の津（アル・プラザ木津1階）
　　　期間：10月23日（日）まで
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ふぉとんの夏は、工作まつり！
　子どもたちの好奇心を満たす工作や実験・映像が毎日あります。
■時 �8月21日（日）まで　 午前10時～午後4時30分
休館日　�月・火曜日（祝日の場合、その翌日）

8月15･16日は開館、17･18日は閉館します。
■対ホール工作は小・中学生のみ
ロビー工作　※年齢制限・定員なし。正午〜午後1時は休演。
お絵描き凧スーパー、ジャンピングふぉとんスーパー

　市内の小・中学校で活躍中のAET（英語指導助手）と一緒に
英語を使って遊びませんか。アメリカなどで人気のゲームや
簡単なダンスを通して、海外の文化を体験しましょう。
■時8月24日（水）　午後1時30分～3時30分
■所東部交流会館
■対市内にお住まいの小学4～6年生（※中学生は要相談）
■定30人  先着
■持飲み物、タオル
■申・■問8月23日までに電話で次へ。
　木津川市国際交流協会事務局（東部交流会館内）☎71-8130
■主木津川市国際交流協会

■時8月21日（日）　午前10時～
■所東部交流会館「多目的ホール」
■内親子で英語体験活動（歌やゲームなど）
■講 �クリスティーナ・シラジー　氏（市民講座講師）
■対 �市内の小学1～3年生のお子さんとそ
の保護者

■定10組  抽選
■持 �のり、はさみ、飲みもの、タオル
　※動きやすい服装でお越しください。
■申 �・■問8月13日までに東部交流会館
　（☎72-8130）へ。
■主木津川市教育委員会

のぞいてみよう！体験しよう！ 
きっづ光科学館ふぉとん　☎71-3180　 URL  http://www.kansai.qst.go.jp/kids-photon/

詳しくは、ホームペー
ジをご覧ください。

ホール工作　※各回10人  先着順　　区分：①午前10時15分～　②午後1時～　③午後3時～
　　　　　　※実験は午前10時30分〜午後3時

とき 区分 内容

8月14日（日） ①②③ THE海賊船〈難関〉
①③ ミニチュア寿司

8月15日（月） ①②③ スーパーイライラ棒
実験 スライムで見る不思議

8月16日（火） ①②③ 潜望鏡を作ろう
①③ 箱庭の宇宙

8月19日（金） ①③ ダイヤモンドスコープ
8月20日（土） ①③ プラバンキーホルダー8月21日（日） ①③

とき 区分 内容
8月  6日（土） ①③ ペットボトル空気砲8月  7日（日） ①③
8月10日（水） ①③ ダイヤモンドスコープ

8月11日（木・祝） ①②③ THE海賊船〈難関〉
①③ コスモレジン

8月12日（金） ①②③ 君の星座
実験 スライムで見る不思議

8月13日（土） ①②③ 恐竜探検隊
実験 THE光のマジックショー

英語体験ひろば

大人のためのスパッタリング
■時9月4日（日）　①午前10時～　②午後2時～
■内 �スパッタリング技法で夜空を一枚の絵に表現しまし
ょう。偶然に浮かびあがるカラーは、とても幻想的！
使うのは身近な道具ばかりなので、どなたでも簡単
にできます。プラネタリウムも観覧できます。
■定各20人
■対中学生以上
■￥大人500円、中高生300円（プラネタリウム観覧料含む）
■他小学生以下はご遠慮ください。

ファミリーアワー
■時9月18日（日）　午後1時～
■内 �「はらぺこあおむし」など、人形劇団〈ひとやすみん〉に
よる物語の世界をお楽しみください。プラネタリウム
では、星空動物園ツアーに行こう！
■出人形劇団〈ひとやすみん〉
■定60人
■￥大人500円、中高生300円、3歳～小学生200円
　3歳未満無料
■他小学生以下保護者同伴

■申・■問　�加茂プラネタリウム館　☎76-7645（午前9時～午後5時）　休館日　月・木曜日（祝日の場合その翌日休館）

英語で世界を知ろう For Kids

予約受付中！
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　木津川市は京都サンガF.C.のホームタウンです。市民の皆さん、スタジアムでサンガを応援しましょう！

　①9月25日（日）　　vsギラヴァンツ北九州
　②10月2日（日）　　vsツエーゲン金沢

京都サンガＦ. Ｃ. ホームゲームへご招待

■所 �西京極総合運動公園　陸上競技場兼球技場（京都市右京区）
■定 �各10組20人（ホーム自由席）
　※満席の場合は他席種へご案内します。
■申9月9日（必着）までに往復ハガキで次へ。
　※ハガキ1枚につき、2人までご招待
■問京都サンガF.C.ホームタウン推進課　☎0774-55-7603

往信表面　〒610-0102城陽市久世上大谷89-1
（送付先）　京都サンガF.C.「木津川市広報ご招待」係
往信裏面　�住所、氏名、電話番号、観戦希望試合の対戦

チーム名（①②のいずれか1つ）
返信表面　郵便番号・住所、氏名
返信裏面　白紙のままお送りください。

観光商工課　☎︎75-1216

難
聴
青
年・壮
年
の
つ
ど
い

　

き
こ
え
な
い
・
少
し
き
こ
え
に
く
い
方
、そ

の
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
、日
頃
の
悩

み
を
話
し
合
い
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

■時
９
月
３
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■所
京
田
辺
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階「
研
修
室
」

■内
経
験
交
流
・
情
報
提
供
・
相
談
な
ど

■他
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
、要
約
筆
記
あ
り
ま
す
。

■申�

８
月
26
日
ま
で
に
、氏
名
、年
齢
、住
所
、連

絡
先
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
次
へ
。

　

�

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

「
９
／
３
つ
ど
い
」事
務
局

　

�

〒
６
１
０
‐
０
１
２
１

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
‐
64

　

�
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０
７
７
４
‐
55
‐
７
７
０
８

☎
０
７
７
４
‐
30
‐
９
０
０
０

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

平
成
28
年
中
に
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た

家
屋（
住
家
、店
舗
、工
場
、倉
庫
、そ
の
他
の

建
物
）を
対
象
に
、固
定
資
産
税
評
価
額
を
正

し
く
算
出
す
る
た
め
、家
屋
調
査
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

日
時
の
調
整　

訪
問
・
電
話
な
ど
で
日
時
を

調
整
し
、お
伺
い
し
ま
す
。

調
査　

建
物
外
部（
屋
根
・
外
壁
な
ど
）、内
部

（
天
井
・
内
壁
・
床
な
ど
）の
仕
上
げ
材
料
や
建

築
設
備
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

評
価
額
算
出　

総
務
大
臣
が
定
め
る「
固
定
資

産
評
価
基
準
」に
従
い
、評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

■問
税
務
課　

☎
75
‐
1
2
0
3

証
明
書
発
行
業
務
の
停
止
の
お
知
ら
せ

　

機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、証
明
書
の

発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

〈
対
象
〉

・
西
部
出
張
所

・
山
城
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

・
コ
ン
ビ
ニ
交
付

■時
10
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

■問
学
研
企
画
課　

☎
75
‐
１
２
０
１

　

市
民
課　

☎︎
75
‐
１
２
１
０

「
口
座
振
込
支
払
通
知
書
」の
廃
止
と

通
帳
印
字
方
法
の
変
更

　

市
か
ら
口
座
振
込
で
支
払
を
す
る
際
に
郵

送
し
て
い
る「
口
座
振
込
支
払
通
知
書
」を
、

平
成
28
年
10
月
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

　

廃
止
後
は
、振
込
通
帳
の
印
字
を「
キ
ヅ
ガ

ワ
シ
」か
ら「
キ
ヅ
ガ
ワ
○
○
カ
」に
変
更
し

ま
す
の
で
、通
帳
記
帳
に
よ
る
入
金
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

例�

会
計
課
か
ら
の
振
り
込
み
の
場
合
の
通
帳

印
字

旧　

キ
ヅ
ガ
ワ
シ

新　

キ
ヅ
ガ
ワ
カ
イ
ケ
イ
カ

※�

課
名
は
略
称
で
表
示
さ
れ
ま
す
。ま
た
、保

育
園
、幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
は
、名
称

の
み
表
示
し
ま
す
。

※�

略
称
名
の
一
覧
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

　

詳
し
く
は
、支
払
担
当
課
ま
た
は
会
計
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■問
会
計
課　

☎︎
75
‐
１
２
１
８

個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り 

休
日
窓
口
を
設
置
し
ま
す

■時
８
月
27
日（
土
）・
９
月
25
日（
日
）

　

受
付　

午
前
９
時
～
正
午

■所
市
民
課　

※
本
庁
の
み

■内
・
交
付
通
知
は
が
き
を
お
持
ち
の
方
の
み
対
応

　
・
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

■問
市
民
課　

☎
75
‐
１
２
１
０

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

　

無
料
で
半
日
の
人
間
ド
ッ
ク
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■時
11
月
～
平
成
29
年
3
月

■所�
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

（
京
都
市
東
山
区
本
町
15
‐
７
４
９
）

■内�

尿
検
査
、便
検
査
、血
液
検
査
、胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
、胃
透
視（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）、心
電

図
検
査
、内
科
・
子
宮
頸
が
ん
検
査

■対�

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
、市
内
に
お
住

ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
親
で
、満
30
歳
以

上
65
歳
未
満
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
で

昨
年
受
診
し
て
い
な
い
方

■定�

20
人　

※
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
、受
診

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

�

受
診
の
可
否
は
返
信
用
封
筒
で
直
接
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■他
・�

申
込
書
は
、こ
ど
も
宝
課
、加
茂
・
山
城

支
所
、山
城
南
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。

　

・�

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
場
合
は
、来
年
度

以
降
申
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

■申�

９
月
２
日
ま
で
に
、82
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
を
添
え
て
、こ
ど
も
宝
課
、加

茂
・
山
城
支
所
、山
城
南
保
健
所
へ
。

■問
こ
ど
も
宝
課　

☎︎
75
‐
１
２
１
２

キックオフ時刻はサンガホーム
ページで8月上旬に発表！
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※市内の他の保育園でも園庭開放をおこなっています。

木 津
木津東部
加 茂
山 城

木津子育て支援センター
木津東部子育て支援センター
加茂子育て支援センター
山城子育て支援センター

（木 津 保 育 園 内）
（梅美台保育園内）
（いづみ保育園内）
（やましろ保育園内）

☎71–1115
☎71–8041
☎76–2130
☎86–4843

8月

0歳児から3歳児と保護者のための子育てサロン

▼わくわくひろば（☎73-0308）

▼かるがもひろば（☎71-0040）

　おもちゃで遊んだり、楽しくおしゃべりしたり、
お友達作りや子育ての情報交換や、紙芝居・手遊び・
子育てに役立つ講座など楽しいことがいっぱい。授
乳コーナーもありますので、赤ちゃんと一緒でも安
心してお越しください。

　ゆったりと遊んだり、おしゃべりしたりする時間
や、絵本の読み聞かせ・体操・リトミックなどのお楽
しみメニューもあります。

※祝祭日はお休みです。

時
　　　
所

時　
所

毎週月・水・金曜日　午前10時30分～午後3時30分
毎週土曜日　　　午前10時30分～正午
平和堂アルプラザ木津店2階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30分
ガーデンモール木津川2階

ところ と　き
木 津 平　日　午前9時30分〜午後4時

木津東部 平　日　午前9時〜午後5時
土曜日　午前9時〜午後3時

加 茂 平　日　午前9時30分〜午後4時
山 城 平　日　午前9時30分〜午後4時

※こわれた“おもちゃ”を無料（原則）で修理しています。

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

　未就園児対象の子育てサークルが、各地域にあり
ます。参加希望の方は、問い合わせてください。

時　午前10時～11時30分

時　午前10時～正午

時　午後1時30分〜4時

木津老人福祉センター
山城保健センター

8月3日・17日（水）
8月25日（木）

木津老人福祉センター
加茂ふれあいセンター

8月6日、9月3日（土）
8月19日（金）

加茂ふれあいセンター 8月9日・23日（火）

木津支所（木津老人福祉センター内）☎72-5532
加茂支所（加茂ふれあいセンター内）☎76-4338
山城支所（山城保健センター内）　　☎86-4151

　おもちゃで楽しく遊んでもらい、気に入ったもの
があれば貸し出します。

と　き 内　容 場所・問合せ

1日（月）午前10時 ～正午 自由遊び（園庭のみ） 木津東部

2日（火）午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部

2日（火）午前10時 ～11時30分 水あそび・室内あそび 加 茂

2日（火）午前10時 ～11時30分 園庭で水あそび 山 城

3日（水）午前10時 ～11時30分 わくわくタイム 加 茂

4日（木）午前9時30分～11時30分 園庭・室内開放（制作） 木 津

4日（木）午前10時 ～正午 自由遊び・水遊び 木津東部

4日（木）午前10時 ～11時30分 作りましょう（スタンプを楽しもう）加 茂

4日（木）午前10時 ～11時30分 園庭開放・室内開放 山 城

5日（金）午前10時 ～正午 ハンドケア講習・自由遊び（園庭のみ）木津東部

9日（火）午前10時 ～11時30分 おしゃべりサロン 木 津

9日（火）午前10時 ～11時30分 水あそび・室内あそび 加 茂

9日（火）午前10時 ～11時30分 楽器（レインスティック）を作ろう 山 城

10日（水）午前10時 ～11時30分 わくわくタイム 加 茂

16日（火）午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）・水遊び 木津東部

16日（火）午前10時 ～11時30分 おもちゃで遊ぼう 加 茂

17日（水）午前10時 ～11時30分 体操をしましょう 加 茂

18日（木）午前9時30分～11時30分 園庭・室内開放（絵本読み聞かせ） 木 津

18日（木）午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

18日（木）午前10時 ～11時30分 おはなしタイム 加 茂

18日（木）午前10時 ～11時30分 園庭開放・室内開放 山 城

19日（金）午前10時 ～正午 作ってあそぼう“アイスクリーム屋さんごっこ”・自由遊び 木津東部

22日（月）午前10時 ～正午 自由遊び（園庭のみ） 木津東部

23日（火）午前10時 ～11時 はじめてのお誕生会 木 津

23日（火）午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部

23日（火）午前10時 ～11時30分 水あそび・室内あそび 加 茂

23日（火）午前10時 ～11時30分 季節の制作「折り紙でアクアリウム」山 城

24日（水）午前10時 ～11時30分 楽器で遊ぼう 加 茂

24日（水）午前10時 ～11時30分 ふれあい遊びとミュージックケア 山 城

25日（木）午前9時30分～11時30分 園庭・室内開放（食育） 木 津

25日（木）午前10時 ～正午 自由遊び・水遊び 木津東部

25日（木）午前10時 ～11時30分 誕生会 加 茂

25日（木）午前10時 ～11時30分 園庭開放・室内開放 山 城

26日（金）午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部

29日（月）午前10時 ～正午 自由遊び（園庭のみ） 木津東部

30日（火）午前10時 ～11時30分 おしゃべりサロン 木 津

30日（火）午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び（園庭のみ）木津東部

30日（火）午前10時 ～11時30分 水あそび・室内あそび 加 茂

30日（火）午前10時 ～11時30分 おはなし会（おはなしたまご） 山 城

31日（水）午前10時 ～11時30分 わらべうたで遊ぼう 加 茂

31日（水）午前10時 ～11時30分 誕生会・わいわいサロン 山 城
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27
年
３
月
以
前
生
ま
れ
）と
保
護
者（
各

セ
ン
タ
ー
初
回
の
方
優
先
）

■申�

９
月
９
日（
必
着
）ま
で
に
往
復
は
が
き

の
往
信
裏
面
に
、子
ど
も
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、保
護
者
氏
名
、住

所
、電
話
番
号
を
記
入
し
、次
の
希
望
す

る
セ
ン
タ
ー
へ
。な
お
、返
信
面
に
は
必

ず
保
護
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
、氏
名
を

記
入
く
だ
さ
い
。

①�

木
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
木
津

保
育
園
内
）（
40
組 

抽
選 

）〒
６
１
９-

０
２
１
４　

木
津
白
口
65　
「
親
子

教
室
」　

☎︎
71-

１
１
１
５

②�

木
津
東
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
梅
美
台
保
育
園
内
）（
60
組 

抽
選 

）

〒
６
１
９-

０
２
１
５　

梅
美
台
1

丁
目
10
番
地　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ

ブ
」　

☎︎
71-

８
０
４
１

■他�

重
複
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
は
９
月
15
日
に
各
セ
ン
タ
ー
で
お

こ
な
い
、結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

染
色
教
室（
い
ろ
い
ろ
な
染
め
方
を

し
て
み
よ
う
）―
育
て
よ
う
一
人
ひ

と
り
の
人
権
意
識
―

■時�

９
月
10
日
、10
月
８
日
、11
月
12
日（
土
）

※
連
続
３
回
講
座　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■￥
５
０
０
円

■定
15
人  
抽
選

■申�

来
館
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、８
月
23

日（
必
着
）ま
で
に
、申
込
書
に
参
加
児

童
氏
名（
ふ
り
が
な
）、学
校
名
、学
年
、

保
護
者
氏
名
、郵
便
番
号
・
住
所
、電
話

■所
木
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
乳
幼
児
の
い
る
保
護
者

■定
20
人

■申�

９
月
１
日
ま
で
に
、往
復
は
が
き
の
往

信
裏
面
に
子
ど
も
の
氏
名
、生
年
月
日
、

保
護
者
の
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記

入
し
、次
へ
。な
お
、返
信
面
表
面
に
は

必
ず
保
護
者
の
住
所
、氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

〒
６
１
９-

０
２
１
４　

木
津
白
口
65  

木
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
小
児
の

救
急
救
命
」　

☎︎
71-

１
１
１
５

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン�

�

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断

～
子
育
て
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
母
さ

ん
、ほ
っ
こ
り
と
し
た
時
間
を
！
～

　

あ
な
た
の
魅
力
を
引
き
出
す“

色＂
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か

■時
9
月
7
日
・
28
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
未
就
園
児
と
そ
の

保
護
者

■定
1
日
6
組  

先
着

■講
カ
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

福
井 
幸　

氏

■所�・
■申
8
月
2
日
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
次
へ
。

加
茂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
い
づ
み

保
育
園
内
）　

☎
76-

２
１
３
０

後
期
親
子
教
室　

参
加
者
募
集�

～
子
育
て
仲
間
を
ひ
ろ
げ
、話
し
相
手
を
つ
く
ろ
う
～

■時�

10
月
～
平
成
29
年
３
月（
水
曜
日
・
11
回
程
度
）

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
未
就
園
児（
平
成

小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

お
母
さ
ん
、お
父
さ
ん
の
不
安
を
少
し

で
も
解
消
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

■時�
9
月
10
日（
土
）午
後
2
時
～
4
時

　
（
受
付　

午
後
1
時
30
分
～
）

■所
精
華
町
役
場「
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル
」

■内�

①�

こ
ど
も
の
急
病
対
策「
こ
ど
も
の
感

染
症
を
中
心
に
～
知
っ
て
得
す
る
予

防
接
種
～
」

堀
井
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

堀
井 

由
博　

医
師

②�

こ
ど
も
の
救
急
対
応
に
つ
い
て

精
華
町
消
防
本
部

■他�

情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー「
が
ん
検
診
受
診
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」、「
朝
ご
飯
を
た
べ
よ
う
」な
ど

■申�

8
月
26
日（
必
着
）ま
で
に
、代
表
者
の

氏
名
、郵
便
番
号
・
住
所
、連
絡
先
、参
加

者
氏
名
、生
後
6
か
月
以
上
就
学
前
の

お
子
さ
ん
の
保
育
ル
ー
ム
利
用
の
有
無

を
記
入
し
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電

子
メ
ー
ル
で
次
へ
。

木
津
上
戸
18-

１　

京
都
府
山
城
南
保

健
所「
小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当
」

�yam
ashin-ho-m

inam
i-kikaku 

@
pref.kyoto.lg.jp

☎︎
72-

４
３
０
１　
fax

72-

８
４
１
２

■主�

京
都
府
山
城
南
保
健
所
、一
般
社
団
法

人
相
楽
医
師
会

小
児
の
救
急
救
命
講
習

　

い
ろ
い
ろ
な
応
急
処
置
の
方
法
を
、救

急
救
命
士
か
ら
教
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時
９
月
16
日（
金
）　

午
前
10
時
～
11
時

番
号
を
記
入
、押
印
し
次
へ
。

■問�

〒
６
１
９-

０
２
１
４　

木
津
清
水
27-

４  

木
津
児
童
館　

☎︎
72-

４
７
０
０

■他�

参
加
申
込
書
は
木
津
児
童
館
に
あ
り
ま

す
。（
要
印
か
ん
持
参
）

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば�

�

（
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
）

■時
毎
週
月
・
水
・
金
・
土
曜
日

　

午
前
11
時
30
分
～

■内
日
替
わ
り
で
お
楽
し
み
タ
イ
ム

　

�

手
遊
び
、絵
本
、ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

■他�

8
月
10
・
24
・
26
日
は
イ
ベ
ン
ト
の
た

め
、開
催
し
ま
せ
ん
。

と
き

内
容

毎
週
月
・
水
・
金
・

土
曜
日

午
前
11
時
30
分
～

日
替
わ
り
で
お
楽
し
み
タ
イ
ム

�

手
遊
び
、絵
本
、ペ
ー
プ

サ
ー
ト
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
な
ど

※
8
月
10
・
24
・
26
日
は
イ
ベ

ン
ト
の
た
め
、お
休
み
で
す
。

8
月
10
日（
水
）

午
前
11
時
10
分
～
木
津
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
出
前
保
育

8
月
24
日（
水
）

午
前
11
時
10
分
～
「
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」高
齢

者
と
の
交
流

8
月
26
日（
金
）

午
前
11
時
30
分
～
9
月
の
壁
面
制
作（
先
着

30
人
）

■所
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
木
津
2
階「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」

■対
0
～
3
歳
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

■問�・
■主
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
フ

レ
ー
フ
レ
ー
ク
ラ
ブ

　

�

☎︎
73-

０
３
０
８
、０
８
０-

３
８
２
２-

８
８
０
０ URLnpofurefure.net
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■時毎月第2金曜日　午前11時～午後2時　
　【8月12日】午前11時10分～正午　『基本の手話でちょっとおしゃべり』
■所女性センター2階　料理実習室と図書コーナー開放！
■他・申込不要・飲食物の持ち込みOK！・時間内は出入り自由！

『男女共同参画社会』って何だろう？

こちらは自由参加

女性センター ニュース！

見
え
な
い
方
・
見
え
に
く
い
方
の
た
め
の

南
部
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業

　

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
で
も
、音
声
で

Ｉ
Ｔ
機
器
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
、音
声
図
書
な

ど
の
操
作
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■時
９
月
７
日（
水
）　

午
後
１
時
～
３
時

■所
庁
舎
北
別
館
２
階

■対�

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
方
と
そ
の
家

族
や
支
援
者

■申��

事
前
に
、京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
鳥
居
寮
京
極

（
☎︎
０
７
５-

４
６
３-

６
４
５
５
）へ
。

高
齢
者
の
集
い
の
場
へ�

専
門
職
が
伺
い
ま
す

　
「
介
護
予
防
」の
た
め
、皆
さ
ん
の
集
い

の
場
へ
市
職
員
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
等
が
伺
い
、講
演
や
体
操
な

ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

�

■対�

65
歳
以
上
の
方
で
、10
人
以
上
の
団
体

や
集
い
の
場

�

■時�

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

�

■問�

高
齢
介
護
課　

☎
75-

１
２
１
３

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

木
津
東
☎
75-

２
０
０
３　

加
茂
☎
76-

８
２
９
４

　

木
津
西
☎
75-

１
２
９
４　

山
城
☎
86-

３
５
０
０

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て�

暮
ら
せ
る
よ
う
に　

Ｖ
Ｏ
Ｌ
．３

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で

す
。世
界
各
国
で
認
知
症
の
理
解
を
す
す

め
る
た
め
に
啓
発
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。市
で
も
認
知
症
の
正
し
い
知
識
を

持
ち
、認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見

守
る
応
援
者
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

�

■時�

９
月
２
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～
３
時

（
受
付　

午
後
１
時
～
）

■所
庁
舎
北
別
館「
会
議
室
１
」

�

■申�

前
日
ま
で
に
高
齢
介
護
課（
☎
75-

１
２

１
３
）へ
。

認
知
症
対
応
型
カ
フ
ェ
事
業

　

認
知
症
の
方
や
認
知
症
の
不
安
の
あ
る�

方
お
よ
び
そ
の
家
族
が
交
流
で
き
る
場
で
す
。

①
ひ
と
い
き
カ
フ
ェ

�
■所�
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
人
と
木（
相
楽
城

ノ
堀
26
）

�

■時
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■内��

９
月
10
日（
土
）　�

木
津
川
市
い
い
と
こ

案
内
、歌
、交
流

　

10
月
15
日（
土
）　

お
茶
の
効
果
、交
流

②
く
に
カ
フ
ェ

�

■所
喫
茶
恭
仁（
加
茂
町
岡
崎
出
羽
14
）

�

■時
午
後
１
時
～
３
時

�

■内�

９
月
29
日（
木
）　

栄
養
士
の
話
、歌
、交
流

③
つ
な
が
り
処
ほ
っ
と

�

■所
小
沢
医
院（
山
城
町
平
尾
南
払
戸
１
１
２
）

�

■時
午
後
2
時
～
４
時

�

■内
８
月
９
日（
火
）　

交
流

　

10
月
11
日（
火
）　

交
流

�

■￥�

飲
み
物
・
お
菓
子
ご
希
望
の
方
は
当
日

実
費
徴
収

�

■申�

実
施
日
の
前
日
ま
で
に
、①
②
は
高
齢

介
護
課（
☎
75-

１
２
１
３
）、③
は
山
城

ぬ
く
も
り
の
里（
☎
86-

５
４
６
０
）へ
。

■申・�■問女性センター　〒619-0223 相楽台4丁目3
　 ☎72-7719　午前8時30分～午後5時15分（月曜日・祝日・年末年始 休館）

※駐車台数に限りがありますので、なるべく
　公共交通機関をご利用ください。

仕事、家庭、地域生活など、多様な活動を自らの希望に沿った形で展開でき、
男女がともに夢や希望を実現します。ひとりひとりの豊かな人生

おしゃべりカフェ どなたでもご利用できますので、お気軽にお越しくださいね♪

家庭生活の充実
●�家族を構成する個人がお互いに尊重し
合い協力し合うことによって、家族の
パートナーシップが強化されます。
●�仕事と家庭の両立支援環境が整い、男性の
家庭への参画も進むことによって、男女が
ともに子育てや教育に参加できます。

職場に活気
●�女性の政策・方針決定過程への参画が進み、
多様な人材が活躍することによって、経済
活動の創造性が増し、生産性が向上します。

●�働き方の多様化が進み、男女がともに働き
やすい職場環境が確保されることによっ
て、個人の能力が最大限に発揮されます。

地域力の向上
●�男女がともに主体的に地域活動やボラ
ンティア等に参画することによって、
地域コミュニティーが強化されます。
●�地域の活性化、暮らし改善、子どもたち
が伸びやかに育つ環境が実現します。

男性も女性も、意欲に応じて、あらゆる分野で活躍できる社会男女共同参画社会のイメージ

山
田
川 木

　津

高
の
原

●

★

イオン
高の原 中央体育館

サークル K

中村屋
文

文

木津川
市役所

「女性センター」
バス停

●

●

〒
女
性

セ
ン
タ
ー

●

●

24

163

囲碁もできます！興味のある方、大歓迎！
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��

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は�

随
時
お
手
続
き
を
！

　

変
更
の
手
続
き
に
は
、本
人
確
認
が
必

要
で
す
。登
録
変
更
の
届
け
は
窓
口
で
の

申
請
の
ほ
か
、郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
薬
の
登
録

薬
は
、最
新
の
情
報
で
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

個
別
計
画
書
に
登
録
で
き
る
情
報
量
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、命
に
関
わ
る

情
報
の
み
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。災

害
時
の
避
難
な
ど
に
不
安
が
あ
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
社
会
福
祉
課　

☎
75-

１
２
１
１

「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
」、�

「
お
薬
手
帳
」を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

信
頼
で
き
る
薬
剤
師
・
薬
局
を
か
か
り

つ
け
に
決
め
、ど
こ
の
医
療
機
関
に
か
か

っ
て
も
、１
か
所
の
薬
局
で
調
剤
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
が
薬
の
情
報
を
一

元
化
・
継
続
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、薬
の

重
複
や
相
互
作
用
の
防
止
が
で
き
る
な

ど
、薬
の
適
正
使
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、突
然
の
事
故
や
災
害
時
な
ど
に

そ
れ
ま
で
の
薬
の
服
用
状
況
が
分
か
る

「
お
薬
手
帳
」は
、病
院
の
医
師
な
ど
に
と

っ
て
重
要
な
情
報
と
な
り
、よ
り
安
全
に
、

よ
り
早
く
、よ
り
効
果
的
な
治
療
を
受
け

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
・
個
別
計
画
書
に

登
録
の
皆
さ
ん
へ

き
こ
え
の
相
談
会

　

耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。聴
力
測
定
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時
8
月
17
日（
水
）　

　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　

③
午
後
1
時
～　

④
午
後
2
時
～

■所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽
会
館
内
）

■内
聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、聴
力
測
定

　

�（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
で
聴
こ
え
に
不
自
由

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

■申�

8
月
10
日
ま
で
に
、氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）番
号
、相
談
内
容
、

ご
希
望
の
時
間
帯
を
次
へ
。

■問�

〒
６
１
９-

０
２
１
４　

木
津
上
戸
15

　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　

☎
75-

２
０
３
０　
fax

72-

６
８
６
２

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
の�

京
都
府『
補
聴
器
・
耳
の
こ
と
相
談
』

■時
9
月
9
日（
金
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■所
東
部
交
流
会
館「
和
室
」

■内�

医
師
な
ど
に
よ
る
聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、

補
聴
器
の
利
用
相
談
な
ど（
20
分
程
度
）

■対�
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方

■持�
身
体
障
害
者
手
帳
、補
聴
器（
所
持
し
て

お
ら
れ
る
場
合
）

■申�

8
月
22
日
～
31
日（
土
日
除
く
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
）に
、電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。 

先
着

■問�

社
会
福
祉
課

　

☎︎
75-

１
２
１
１　
fax

75-

２
０
８
３

■主
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年
度　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
へ
の
参
加
募
集

の
お
知
ら
せ

　

先
の
大
戦
の
戦
没
者
遺
児
の
方
に
、旧

戦
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
施
地
域

　

旧
満
州
、旧
ソ
連
、西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー

半
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、ミ
ャ

ン
マ
ー
、台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、中

国
、西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ビ
ス
マ
ー
ク
諸

島
、マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

■￥
10
万
円

■申�

京
都
府
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
７
５-

３
９
３-

６
０
５
０

■主�・
■問
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎︎
03-

３
２
６
１-

５
５
２
１

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う「
電
子
版
お

薬
手
帳
」も
便
利
で
す
。

身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
相
談

　

市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
身
体
障
害
者
相
談

員
お
よ
び
知
的
障
害
者
相
談
員
が
、経
験

を
活
か
し
た
相
談
や
悩
み
に
親
身
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
員
一
覧（
敬
称
略
）

身
体
障
害
者
相
談
員

８
月
～
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
相
談
所
開
設

■時�

毎
月
第
３
木
曜
日

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■所
庁
舎
北
別
館「
会
議
室
１
」

■他�

電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
き
づ
が
わ
６
月
号
折
込
の

「
い
き
い
き
介
護
保
険
」23
ペ
ー
ジ
の

芳
梅
会
の
連
絡
先
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。お
詫
び
し
、訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）☎
75-

２
０
０
３

↓

（
正
）☎
72-

７
５
０
０

■問
高
齢
介
護
課　

☎
75-

１
２
１
３

お
詫
び
と
訂
正

井い
の
う
え上　

篤あ
つ
こ子（
加
茂
町
）

☎
76-

２
９
６
２（
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
同
番
号
）

笹さ
さ

西に
し　

保や
す
お夫（
梅
谷
）�

☎
72-

２
６
０
７（
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
同
番
号
）

井い
の
う
え上　

道み
ち

治は
る（
城
山
台
）�

☎︎
46-
８
０
３
５（
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
同
番
号
）

城じ
ょ
う　

絹き
ぬ

江え
（
山
城
町
）�

☎︎
66-

５
２
５
２（
電
話
の
み
）

知
的
障
害
者
相
談
員

岸き
し
だ田　

佐さ

よ

こ

代
子（
木
津
）

☎︎
72-

６
４
５
５（
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
同
番
号
）

大お
お
に
し西　

晴は
る

己み
（
山
城
町
）�

☎︎
86-

２
６
４
８（
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
同
番
号
）

澤さ
わ

吉よ
し　

祐ゆ

美み

こ子（
加
茂
町
）

☎︎
76-

３
６
３
０（
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
同
番
号
）

102016.8 広報



障
が
い
の
あ
る
方
の
就
職
相
談
会

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
職
に
関
す
る
支

援（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
同
行
、登
録
手

続
、就
職
先
の
相
談
）や
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
紹
介
な
ど
、様
々
な
情
報
提
供
・

相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■時
８
月
９
日
・
23
日（
火
）

■所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
ん
」

　

�

木
津
駅
前
１-

10（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
西
口

　

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

■問�

☎
71-

０
７
０
１
、０
８
０-
１
４
２
８

-

３
４
２
０　
fax

71-

０
７
０
５

■他�

相
談
会
当
日
以
外
も
、ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
相
談
に
応
じ
ま
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
づ
み�

「
女
性
の
集
い
」

　

心
に
不
調
や
病
の
あ
る
女
性
を
対
象
に

し
た
集
い
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。１
人

で
悩
ま
ず
に
、女
性
の
集
い
に
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

■時�

８
月
９
日（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■所
東
部
交
流
会
館｢

調
理
室｣

■内
お
菓
子
作
り
と
茶
話
会

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
心
に
不
調
や
病
の

あ
る
女
性

■定
８
人  

先
着

■￥
１
５
０
円

■申�・
■問
８
月
８
日
ま
で
に
、電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
次
へ
。

社
会
福
祉
法
人　

い
づ
み
福
祉
会

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
づ
み

☎
76-

０
０
７
６　
fax

66-

１
２
４
６

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
、在
宅
で
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

方
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。（
た
だ
し
、所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

特
別
障
害
者
手
当（
20
歳
以
上
）

支
給
額
等　

�

２
６
，８
３
０
円
／
月

　
　
　
　
　
（
支
給
月
：
２
月
、５
月
、８
月
、11
月
）

■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

・
表
１
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
と
き

　

・�

表
１
の
障
が
い
が
１
つ
あ
り
、か
つ
表

２
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
と
き

　
　
（�
表
２
の
障
が
い
は
、表
１
の
障
が
い
と
は

別
の
障
が
い
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

　

・�
表
１
・
２
と
同
じ
程
度
の
障
が
い
が

あ
る
と
き

表
１

１
両
眼
の
視
力
の
和
が
0‌ ．‌

04
以
下
の
も
の

２
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
１
０
０
デ
シ
ベ
ル

以
上
の
も
の

３
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を
有
す

る
も
の
又
は
、両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠

く
も
の
若
し
く
は
、両
上
肢
の
す
べ
て
の
指

の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を
有
す
る
も
の

４
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を
有
す
る
も

の
又
は
両
下
肢
を
足
関
節
以
上
で
欠
く
も
の

５
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
程
度
ま
た
は
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で

き
な
い
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
も
の

６
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、身
体
の

機
能
の
障
が
い
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静

を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、日

常
生
活
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら

し
め
る
程
度
の
も
の

７
精
神
の
障
が
い
で
あ
っ
て
、前
各
号
と
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

■他�

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
方
お
よ
び

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方
は
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当（
20
歳
未
満
）

支
給
額
等　

�

１
４
，６
０
０
円
／
月�

�

（
支
給
月
：
２
月
、５
月
、８
月
、11
月
）

表
２

１
両
眼
の
視
力
の
和
が
0‌ ．‌

05
以
上
0‌ ．‌

08

以
下
の
も
の

２
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
90
デ
シ
ベ
ル
以
上

の
も
の

３
平
衡
機
能
に
極
め
て
著
し
い
障
が
い
を
有

す
る
も
の

４
そ
し
ゃ
く
機
能
を
失
っ
た
も
の

５
音
声
ま
た
は
言
語
機
能
を
失
っ
た
も
の

６
両
上
肢
の
お
や
指
お
よ
び
ひ
と
さ
し
指
の

機
能
を
全
廃
し
た
も
の
又
は
、両
上
肢
の

お
や
指
お
よ
び
ひ
と
さ
し
指
を
欠
く
も
の

７
１
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を
有
す

る
も
の
又
は
、１
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を

欠
く
も
の
若
し
く
は
１
上
肢
の
す
べ
て
の

指
の
機
能
を
全
廃
し
た
も
の

８
１
下
肢
の
機
能
を
全
廃
し
た
も
の
又
は
、

１
下
肢
を
大
腿
の
２
分
の
１
以
上
で
欠
く

も
の

９
体
幹
の
機
能
に
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
も
の

10
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、身
体
の

機
能
の
障
が
い
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静

を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、日

常
生
活
が
著
し
い
制
限
を
受
け
る
か
、又

は
日
常
生
活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
こ

と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の

11
精
神
の
障
が
い
で
あ
っ
て
、前
各
号
と
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

■対�

表
３
の
障
が
い
程
度
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

■他�

障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
方
お
よ
び
肢
体
不
自
由

児
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
方
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。

表
３

１
両
眼
の
視
力
の
和
が
0‌ ．‌

02
以
下
の
も
の

２
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い
て
も
音
声
を

識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
も
の

３
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を
有
す

る
も
の

４
両
上
肢
の
す
べ
て
の
指
を
欠
く
も
の

５
両
下
肢
の
用
を
全
く
廃
し
た
も
の

６
両
大
腿
を
２
分
の
１
以
上
失
っ
た
も
の

７
体
幹
の
機
能
に
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き

な
い
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
も
の

８
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、身
体
の

機
能
の
障
が
い
又
は
長
期
に
わ
た
る
安
静

を
必
要
と
す
る
病
状
が
前
各
号
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
て
、日

常
生
活
の
用
を
弁
ず
る
こ
と
を
不
能
な
ら

し
め
る
程
度
の
も
の

９
精
神
の
障
が
い
で
あ
っ
て
、前
各
号
と
同

程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

10
身
体
の
機
能
の
障
が
い
若
し
く
は
病
状
ま

た
は
精
神
の
障
が
い
が
重
複
す
る
場
合
で

あ
っ
て
、そ
の
状
態
が
前
各
号
と
同
程
度

以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
も
の

■持�

各
手
当
の
認
定
請
求
書
、所
得
状
況
届
、医

師
の
診
断
書（
障
が
い
の
部
位
毎
に
様
式

が
異
な
り
ま
す
。）ま
た
は
障
が
い
の
程
度

の
わ
か
る
証
明
、そ
の
他
必
要
な
書
類

■他�

手
続
き
に
必
要
な
書
類
・
用
紙
は
、社
会

福
祉
課
お
よ
び
加
茂
・
山
城
支
所
に
あ

り
ま
す
。

■問�

社
会
福
祉
課 

☎
75-

１
２
１
１

　
fax

75-

２
０
８
３

（
備
考
）視
力
の
測
定
は
、万
国
式
試
視
力
表
に

よ
る
も
の
と
し
、屈
折
異
常
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
、矯
正
視
力
に
よ
っ
て
測
定
す
る（
表

2
、表
3
に
お
い
て
同
じ
）。
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掲
載
ペ
ー
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福
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ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト



�
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額�

認
定
証
の
申
請

　

負
担
割
合
が
１
割
の
方
の
う
ち
、世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
方
に
は
、申
請

に
よ
り
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。認
定
証

を
医
療
機
関
等
窓
口
に
提
示
す
る
と
、１

か
月
の
一
部
負
担
金
の
上
限
額
の
引
き
下

げ
や
、入
院
時
の
食
事
代
負
担
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

■持�

被
保
険
者
証
、印
か
ん
、入
院
期
間
が
わ
か

る
医
療
機
関
の
領
収
書（
申
請
日
以
前
12
か

月
の
入
院
期
間
が
90
日
を
超
え
た
場
合
）

※�

本
人
以
外
の
申
請
の
場
合
は
、委
任
状
と

そ
の
委
任
を
受
け
ら
れ
た
方
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
及
び
印
か
ん
が
必
要

�

～
「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
国
民
健

康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」は

８
月
１
日
か
ら
新
し
い
年
度
に
切
り
替
わ
り
ま
す
～

　

現
在「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
」「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
お
持
ち
の
方

は
、有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き
必
要
な
方
は

再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
８
月
１
日
か

ら
必
要
な
方
は
８
月
中
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。）

※�

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

の
方
に
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

■持�

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、印
か
ん
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
で
、申
請
日

以
前
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超

え
た
場
合
は
、入
院
期
間
が
わ
か
る
医

療
機
関
の
領
収
書
な
ど

※�

同
一
世
帯
以
外
の
申
請
の
場
合
は
、委
任

状
と
そ
の
委
任
を
受
け
ら
れ
た
方
の
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
及
び
印
か
ん
が
必
要

■他
・�「
認
定
証
」を
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す

る
と
、１
か
月
ご
と
の
医
療
費
の
支
払

金
額
が
世
帯
に
お
け
る
適
用
区
分
に
応

じ
た
限
度
額
ま
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・�

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
食
事

代
も
合
わ
せ
て
減
額
と
な
る「
国
民

健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」を
発
行
し
ま
す
。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
に
加

え
て
ご
利
用
い
た
だ
き
、認
定
さ
れ
た
場
合

は
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■対老
人
医
療

・�

所
得
税
非
課
税
世
帯
の
65
〜
69
歳
の
方

※�

昭
和
25
年
８
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は

一
定
の
所
得
以
下
の
場
合
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

所
得
税
非
課
税
世
帯
と
は
、対
象
者
本
人

と
主
た
る
生
計
維
持
者
に
所
得
税
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
を
い
い
ま
す
。

障
が
い
者
医
療

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
方

※�

３
級
ま
た
は
Ｂ
判
定
の
方
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療

・�

ひ
と
り
親
家
庭
の
18
歳
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
親
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
老
人
健
康
管
理
事
業

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の
方
で

・�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
方

※�

３
級
ま
た
は
Ｂ
判
定
の
方
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

■申
国
保
年
金
課
、加
茂
支
所
、山
城
支
所

■持�

印
か
ん
、健
康
保
険
証（
対
象
の
方
の
も

の
）、身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手

帳（
障
害
者
医
療
ま
た
は
重
度
心
身
障
害

老
人
健
康
管
理
事
業
の
対
象
の
方
）

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
他
市
町

村
か
ら
木
津
川
市
へ
転
入
さ
れ
た
方

は
、世
帯
全
員（
18
歳
以
上
）の
平
成
28

年
度
所
得
課
税
証
明
書（
控
除
額
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）ま
た
は
非
課
税

証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
へ

　

次
の
①
②
を
満
た
す
方
に
、日
常
生
活

用
具
の
給
付
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。給

付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、用
具
を
購
入

す
る
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

①�

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
方（
小
児
慢
性
特

定
疾
患
医
療
受
診
券
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
）

②�

障
害
者
総
合
支
援
法
等
の
施
策
の
対
象

と
な
ら
な
い
方

〈
給
付
種
目
等
〉

便
器 

常
時
介
助
を
要
す
る
方

特
殊
マ
ッ
ト 

寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方

特
殊
便
器 

上
肢（
手
）機
能
に
障
害
の
あ
る
方

特
殊
寝
台 

寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方

歩
行
支
援
用
具 

下
肢（
足
）が
不
自
由
な
方

入
浴
補
助
用
具 

入
浴
に
介
助
を
要
す
る
方

特
殊
尿
器 

自
力
で
排
尿
で
き
な
い
方

体
位
変
換
器 

寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方

車
い
す（
電
動
以
外
） 

下
肢（
足
）が
不
自
由
な
方

頭
部
保
護
帽 

発
作
等
で
頻
繁
に
転
倒
す
る
方

ク
ー
ル
ベ
ス
ト 

体
温
調
節
が
難
し
い
方

電
気
式
た
ん
吸
引
器

　

呼
吸
器
機
能
に
障
害
の
あ
る
方

紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム

　

�

紫
外
線
へ
の
防
御
機
能
が
欠
け
、が
ん

や
神
経
障
害
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
方

ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー（
吸
入
器
）

　

呼
吸
器
機
能
に
障
害
の
あ
る
方

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

　

人
工
呼
吸
器
の
装
着
が
必
要
な
方

ス
ト
ー
マ
装
具（
蓄
便
袋
）

　

人
工
肛
門
を
造
設
し
た
方

ス
ト
ー
マ
装
具（
蓄
尿
袋
）

　

人
工
膀
胱
を
造
設
し
た
方

人
工
鼻

　

�

人
工
呼
吸
器
の
装
着
ま
た
は
気
管
切
開

が
必
要
な
方

※�

保
護
者
な
ど
の
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※�

ス
ト
ー
マ
装
具
お
よ
び
人
工
鼻
は
平
成
28
年

４
月
か
ら
対
象
種
目
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

�

■問
健
康
推
進
課　

☎
75-

１
２
１
９

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ�

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

☎
75
‐
１
２
１
４
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相楽医師会から市民の皆さんへ シリーズ健康エッセイ vol.
40

おすすめの味

木津川市食生活改善推進員協議会
伝宝　信子

〈1人分の栄養価〉
エネルギー�175 kcal
たんぱく質� 12.9 g
脂　　　質�� 9.7 g
カルシウム��72mg
食 物 繊 維��� 2.1 g
塩　　　分�� 1.9 g

作
り
方

①�

人
参
は
４
cm
長
さ
の
千
切
り
に
し
茹
で
る
。
玉
ね
ぎ

は
薄
切
り
に
し
水
に
さ
ら
す
。
き
ゅ
う
り
は
板
ず
り

に
し
、
斜
め
に
切
っ
て
か
ら
千
切
り
に
す
る
。

②�

イ
カ
は
皮
を
む
い
て
さ
っ
と
茹
で
て
、
５
mm
幅
の
輪

切
り
に
す
る
。

③� 

貝
割
れ
大
根
は
種
を
洗
い
流
し
て
、根
を
切
り
落
と

し
半
分
に
切
る
。
Ａ
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
を
作
る
。

④� 

「
①
」
と
「
②
」
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
器
に
盛
り
③
を

散
ら
す
。
食
べ
る
直
前
に
Ⓐ
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
か

け
る
。

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
と
っ
て
も
お
い
し
い
レ
シ
ピ
で
す
！

材　料（4人分）

イカ　　　　　　　180g
人参　　　　　　　110g
玉ねぎ　　　　　　160g
きゅうり　　　　　  70g　
貝割れ大根　　　　  40g

白
内
障
の
話

桜
井
眼
科
　
桜
井
一
郎
　
医
師

相楽休日応急診療所　～受診前には必ずお電話を～

野菜とイカのじゃこ
ドレッシングサラダ

時�午前9時から
　（受付：午前8時30分～午後0時30分）
所相楽会館1階（木津上戸15）
問相楽休日応急診療所　☎73-9988
他�症状によっては診察できない場合や、京都山城
総合医療センターを紹介する場合があります。

そ
の
針
か
ら
掃
除
機
の
よ
う
に
吸

い
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。水
晶
体
は

元
々
カ
メ
ラ
の
中
に
あ
る
レ
ン
ズ
の

よ
う
な
も
の
で
す
の
で
、取
っ
て
し

ま
う
だ
け
で
は
ピ
ン
ボ
ケ
の
状
態
で

見
え
な
い
た
め
、代
わ
り
に
眼
内
レ

ン
ズ
を
挿
入
し
て
終
わ
り
ま
す
。眼

内
レ
ン
ズ
は
一
度
入
れ
た
ら
生
涯

取
り
換
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

元
々
近
視
や
遠
視
の
強
い
人
で
、日

常
生
活
で
メ
ガ
ネ
が
外
せ
な
か
っ
た

方
は
眼
内
レ
ン
ズ
の
度
数
を
調
節
す

る
こ
と
に
よ
り
、あ
る
程
度
日
常
生

活
で
は
メ
ガ
ネ
が
な
く
て
も
過
ご
せ

る
場
合
も
よ
く
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

白
内
障
手
術
で
は
老
眼
の
状
態
は
改

善
し
ま
せ
ん
の
で
、普
段
は
メ
ガ
ネ

が
な
く
生
活
で
き
る
方
で
も
、細
か

い
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
と

き
に
は
、メ
ガ
ネ
が
必
要
で
あ
る
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
日
本
国
内
だ
け
で
も
1
年

間
に
約
１
２
０
万
件
の
白
内
障
手
術

が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、技
術
の
進

歩
も
あ
り
、滅
多
に
手
術
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、決
し
て

１
０
０
％
安
全
と
い
う
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。瞳
孔
が
開
き
に
く
い
散
瞳

不
良
の
場
合
や
、チ
ン
小
体
と
い
う

水
晶
体
を
支
持
し
て
い
る
組
織
が
脆

弱
な
場
合
は
手
術
の
リ
ス
ク
も
高
く

な
り
ま
す
の
で
、主
治
医
と
よ
く
相

談
し
て
手
術
を
受
け
る
か
ど
う
か
を

考
え
ま
し
ょ
う
。

　

白
内
障
と
は
、目
の
中
に
あ
る
水
晶 

体
と
い
う
透
明
な
ガ
ラ
ス
の
よ
う
な

組
織
に
、す
り
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
濁

り
が
生
じ
て
お
こ
る
目
の
病
気
で
す
。

自
覚
症
状
と
し
て
、か
す
み
感・
明
る

い
方
を
見
た
と
き
の
ま
ぶ
し
さ・物
が

二
重
三
重
に
見
え
る・メ
ガ
ネ
を
か
け

て
も
見
に
く
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　

白
内
障
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
加
齢

に
よ
る
も
の
で
、お
歳
を
召
さ
れ
る

と
だ
れ
で
も
が
な
る
も
の
で
す
。70
歳 

以
上
な
ら
70
％
、80
歳
以
上
な
ら
90
％

以
上
の
人
が
白
内
障
を
患
い
ま
す
。

ま
れ
に
外
傷
や
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
長

期
服
用
の
副
作
用
・
ア
ト
ピ
ー
な
ど

が
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

白
内
障
の
治
療
は
ま
ず
進
行
を
少

し
で
も
遅
ら
せ
る
た
め
に
点
眼
薬
を

さ
し
て
み
た
り
、内
服
薬
で
様
子
を

み
ま
す
。し
か
し
、薬
は
あ
く
ま
で
進

行
を
遅
ら
せ
る
だ
け
で
あ
り
、根
治

的
に
治
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。新
聞
が
読
み
づ
ら
い
・
人
の
顔

が
分
か
り
に
く
い
・
車
の
運
転
に
支

障
が
あ
る
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
い

て
不
便
を
感
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

手
術
を
し
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

白
内
障
の
手
術
は
進
歩
し
て
お

り
、最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
日
帰
り
手

術
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。角
膜

（
黒
目
）の
上
を
約
2.5 mm
前
後
切
開

し
、そ
こ
に
超
音
波
が
出
る
針
の
よ

う
な
も
の
を
目
の
中
に
入
れ
、超
音

波
で
水
晶
体
の
中
身
を
粉
々
に
し
て

と　き 診療科目 と　き 診療科目
8月  7日（日） 内科 9月  4日（日） 内科・小児科
8月11日（木・祝）内科・小児科 9月11日（日） 内科・小児科
8月14日（日） 内科 9月18日（日） 内科
8月21日（日） 内科・小児科 9月19日（月・祝） 内科
8月28日（日） 内科・小児科 9月22日（木・祝） 内科

9月25日（日） 内科・小児科

ドレッシング
　　玉ねぎ（すりおろし）　　　　　　　　　
　　　　　　　　　  70g
　　牛乳　大さじ１小さじ１
　　醤油　大さじ１小さじ１
　　マヨネーズ　大さじ４
　　花かつお（もみほぐしておく）
　　　　　　　　　    3g
　　ちりめんじゃこ  20g

Ⓐ

掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

広報           2016.813



親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

　

夏
休
み
の
親
子
の
思
い
出
に
、お
子
さ

ん
と
一
緒
に
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ

ん
か
？

メ
ニ
ュ
ー

ぶ
た
ま
ん
、ご
ぼ
う
と
コ
ー
ン
の
サ
ラ
ダ
、

か
ん
た
ん
や
さ
い
ス
ー
プ
、フ
ル
ー
ツ
か
ん

�

■時�

８
月
10
日（
水
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

30
分（
受
付　

午
前
９
時
45
分
～
10
時
）

�

■所
木
津
保
健
セ
ン
タ
ー「
栄
養
指
導
室
」

�

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

�

■定
15
組 

先
着

�

■￥
ひ
と
り
３
５
０
円（
当
日
徴
収
）

�

■持
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具

�

■申
・�

■問
８
月
８
日
ま
で
に
健
康
推
進
課（
☎

75-

１
２
１
９
）へ
。

�

■主
木
津
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

　

木
津
支
部　

育
栄
会

～
毎
月
19
日
は
、食
育
の
日
～

　

今
月
の
テ
ー
マ【
塩
分
を
考
え
る
】

～
暑
さ
対
策
レ
シ
ピ
の
配
布
あ
り
～

�

■時
８
月
19
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

�

■所
市
役
所
１
階「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」横

�

■主
木
津
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

ら
く
ら
く
運
動
で
ス
ッ
キ
リ
！	

「
す
こ
や
か
自
分
21
」

　

み
ん
な
で
楽
し
く
楽
に
身
体
を
動
か
し

て
、い
つ
の
間
に
か
心
身
と
も
に
ス
ッ
キ

リ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

■時�

９
月
８
日（
木
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
９
時
45
分
～
10
時
）

�

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

�

■内�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
誰
で
も
ど
こ
で
も

簡
単
に
で
き
る
運
動
）と
ス
ト
レ
ッ
チ

�

■対
40
歳
～
74
歳
の
方

�

■定
30
人 

先
着

�

■持
飲
み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル
な
ど

�

■申�

実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
健
康
推
進

課
へ
。

�

■他
・�

当
日
に
申
込
書
兼
同
意
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
・�

治
療
中
の
疾
患
が
あ
る
方
は
、主
治
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
・�

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

血
液
が
た
り
ま
せ
ん
!!!	

	

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

病
気
や
け
が
で
輸
血
を
必
要
と
す
る
方

に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、輸

血
に
よ
る
副
作
用
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、で
き
る
だ
け
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�

■時�

８
月
27
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
、午

後
１
時
～
４
時

�

■所�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
２
階「
平
城
コ

ー
ト
」

�

■持�

献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、身
分
を

証
明
で
き
る
も
の（
初
め
て
の
方
の
み
。

運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

�

■他�

年
齢
・
体
重
・
Ｈ
ｂ
値
な
ど
の
ほ
か
、患
者

や
献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、献

血
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

40
歳
に
な
っ
た
ら
、	

　
　
　
　
　
　
年
一
回
の
健
康
診
査

　
「
特
定
健
康
診
査
」を
毎
年
受
診
し
、前
年

か
ら
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、変

化
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
の
方
の

「
健
康
診
査
」も
同
時
に
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■時
９
月
30
日
ま
で

■対
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

■問
国
保
年
金
課　

☎
75-

１
２
１
４

ス
イ
ム
で
ス
リ
ム
の
ご
案
内

　

水
中
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど

と
あ
わ
せ
て
体
力
測
定
も
お
こ
な
う
こ
と

で
、運
動
の
成
果
や
体
の
変
化
を
実
感
で

き
る
教
室
で
す
。泳
ぐ
こ
と
が
出
来
な
い

方
で
も
楽
し
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
で
、昭
和
52
年
３
月
31

日
以
前
に
出
生
し
た
方
で
74
歳
ま
で
の
方

■定�

20
人（
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
、市
国
民

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
優

先
）※
原
則
、全
回
参
加
可
能
な
方

�

参
加
決
定
者
の
み
、参
加
決
定
通
知
を
郵

送
し
ま
す
。

■￥�

３
，０
０
０
円（
欠
席
に
伴
う
返
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。）※
初
回
に
会
場
で
集
金

■時�
９
月
８
日
～
11
月
24
日
の
毎
木
曜
日
の

午
後
４
時
～
５
時（
全
12
回
）

■所�

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ「
ピ
ノ
ス
け
い

は
ん
な
」

■申�

８
月
15
日（
必
着
）ま
で
に「
人
間
ド
ッ

ク
の
ご
案
内
」に
同
封
し
て
い
る「
申
込

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、国
保
年
金

課
へ
。※
申
込
書
は
国
保
年
金
課
に
も

あ
り
ま
す
。

■他�

現
在
治
療
中
・
服
薬
中
の
方
は
主
治
医

に
必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■主�

京
都
府
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
、

木
津
川
市

■問
国
保
年
金
課　

☎
75-

１
２
１
４

膠
原
病
専
門
医
相
談
に
つ
い
て

　

膠
原
病
に
係
る
病
気
や
療
養
生
活
上
で

の
不
安
等
に
つ
い
て
、専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
。

�

■時�

９
月
２
日(

金)

午
後
１
時
か
ら
５
時
ま

で（
個
別
相
談
・
時
間
予
約
制
）

�

■所
京
都
府
山
城
南
保
健
所　

�

■対�

膠
原
病
患
者（
疑
い
の
あ
る
者
を
含
む
）

と
そ
の
家
族

〈
対
象
疾
患
〉全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ

ス
、強
皮
症
、皮
膚
筋
炎
・
多
発
性
筋
炎
、ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、高
安
動
脈
炎
、悪
性
関
節

リ
ウ
マ
チ
、結
節
性
多
発
動
脈
炎
、混
合
性

結
合
組
織
病
、多
発
血
管
炎
肉
芽
腫
症
、バ

ー
ジ
ャ
ー
病

�

■定
５
人

�

■内�

専
門
医
に
よ
る
病
気
や
療
養
生
活
等
に

つ
い
て
の
個
別
相
談　

〈
担
当
医
師
〉京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
免

疫
・
膠
原
病
内
科　

大
村　

浩
一
郎　

医
師

�

■申�

８
月
23
日
ま
で
に
京
都
府
山
城
南
保
健

所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

要
予
約

　

☎
72-

０
９
８
１
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不
妊
治
療
費
等
の
助
成
制
度

　

不
妊
症
ま
た
は
不
育
症
の
た
め
に
治
療

を
受
け
ら
れ
て
い
る
夫
婦
に
、治
療
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

�

■対�

京
都
府
内
に
１
年
以
上
居
住
地
を
有
し
、

か
つ
受
診
時
に
木
津
川
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
夫
婦

※�

保
険
適
用
の
治
療
分
を
申
請
す
る
場
合
は

各
種
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

※�

人
工
授
精
及
び
男
性
不
妊
治
療
分
を
申

請
す
る
場
合
は
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
て

い
る
方

�

■内�

本
人
負
担
額
の
合
計
の
２
分
の
１
以
内

で
助
成
し
ま
す
。

※�

男
性
不
妊
は
、京
都
府
の
特
定
不
妊
治

療
助
成
制
度
で
助
成
を
受
け
て
い
な
い

も
の
で
、平
成
28
年
１
月
19
日
以
前
の

治
療
分
に
限
り
ま
す
。

�

■申
診
療
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以
内

�

■持�

交
付
申
請
書
、医
療
機
関
証
明
書
、請
求

書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。）

�

■他�

体
外
受
精
・
顕
微
授
精
は
、京
都
府
の
制

度
で
助
成
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、京
都
府
山
城
南

保
健
所（
☎
72-

４
３
０
０
）へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

■問
健
康
推
進
課　

☎
75-

１
２
１
９

平
成
28
年
度
　
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん

個
別
検
診
を
お
申
込
み
の
方
へ

　

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
を
お

申
し
込
み
の
方
で
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
終
月
に
検
診
希
望
者
が
集
中
す
る
た

め
、予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
検
診
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

医
院
の
検
診
日
時
等
の
詳
細
は
、案
内

書
類
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

・�

子
宮
頸
が
ん
検
診「
子
宮
頸
が
ん
検
診

受
診
票
兼
結
果
通
知
書
」

・�

乳
が
ん
検
診「
乳
が
ん
検
診
ご
案
内
兼

受
診
票
」

　

い
ず
れ
の
検
診
も
、医
療
機
関
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
は
、健
康
推
進
課（
☎

75-

１
２
１
９
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

治療項目 治療内容 限度額

一般不妊
保険適用の治療のみ 1年度につき

6万円／人
保険適用の治療＋人工授精
または人工授精のみ

1年度につき
10万円／人

男性不妊

精巣内精子生検採取法(TESE)、精
巣上体内精子吸引法(MESA) によ
る手術などで、体外受精または顕微
授精の治療の一環としておこなっ
た治療

1年度につき
20万円／人
※MESAは
5万円／回とする。

不　　育 原因特定検査および治療
いずれも保険適用のみ

1回の妊娠につき
10万円

�■対市内にお住まいの小・中学生
　※10月2日（日）の第2次審査に参加できる方
�■申 �9月2日（必着）までに、所定の応募用紙に必要事項を記
入し、写真を貼付して郵送または持参で健康推進課へ。
1人で複数レシピの応募もできます。応募用紙は、健康
推進課にあるほか、市ホームページからもダウンロー
ドできます。
�■他・材料費が2人分で1,000円まで（材料は、市で準備します。）
　・調理開始から盛り付けまでが40分以内でできる料理

�■他・第2次審査は、秋におこないます。
　 季節の食材をよく考えて応募してください。
　・応募レシピに関する著作権などの権利は、主催者に帰属します。
　・応募レシピの返却はできません。

■主・�■申・�■問健康推進課　☎75-1219

①野菜を使ったレシピ　※地元野菜を使ったレシピ歓迎
②魚を使ったレシピ

食 育 レ シ ピ コ ン テ ス ト
『僕

ぼく

・私
わたし

に任
まか

せて！おいしいアイデアおかずレシピ』

君の考えた
料理が、

市内のレス
トラン、

お弁当屋さ
んで

販売される
かも・・！

募集テーマ

第1次審査　書類選考
第2次審査　木津保健センターで実技
　　　　　　　　　　　

審査方法

賞品 最優秀賞1人　優秀賞4人　入賞2人
季節の食材詰合せ

広報           2016.815
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～“環境の森センター・きづがわ”は、皆さんの日常生活に欠くことのできない施設です。～

環境の森センター・きづがわ建設に向けて環境の森センター・きづがわ建設に向けて

　“環境の森センター・きづがわ”の早期稼働に向けて、地元の皆さんをはじめ市民の皆さん、一人ひとりのご理解と
ご協力をよろしくお願いします。

クリーンセンター建設推進室（まち美化推進課内） ☎ 75-1226 fax 72-3900  clean-center@city.kizugawa.lg.jp

　“環境の森センター・きづがわ”は、木津川市と精華町
の可燃ごみを処理するため、老朽化が進む“打越台環境
センター（精華町内）”に代わる施設として整備工事を進
めています。

　盛土部分の基礎補強工事と並行して、ごみピットの掘
削工事に着手しました。ごみピットは、ごみを一時貯留
するとともに、安定燃焼のため十分にごみを撹拌するた
めの設備です。ごみピットは鉄筋コンクリート造で、地
上面から約15mの深さまで掘り下げる計画です。
　ごみピット部分の地質は花崗岩質で軟岩・中硬岩に区
分される硬い地質です。このため、重機により破砕しな
がら掘り下げています。6月中旬での掘削状況は、地上面

から約5mの深さまで掘り下げました。
　また、掘削した残土は、現場に仮置きをするほか、公共
工事間での利用や残土処分場に搬出しています。
　残土の運搬に際しては、ゼッケンをつけ、安全運転を
心がけています。
　道路沿道にお住まいの皆さんには、ご迷惑をお掛けし
ますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　一日も早い環境の森センター・きづがわの完成を目指
して、施設整備工事を進めています。
　今月は、6月に取り組んでいる施設建設工事の様子を
お伝えします。

【ごみピット部分の掘削工事を進めています】

【基礎補強工事の様子】 【6月中旬の全景】

【ごみピット掘削工事中の様子】 【ダンプトラックはタイヤ洗浄後、場外に出ます】
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「もったいない」でごみ出さない

リサイクル研修ステーション 午前8時30分〜午後5時　☎75-2140  fax 75-2141
［8月の休館日：1・8・11・15・22・29日］

（7月13日現在）

本棚、ベッド（折畳み）、植木鉢（陶器）、車止めブロック、デスクライト、ダイニングセット、

ホットプレート、チュニック、電動ドリル、電動ノコギリ、コンビラック、ジーンズ（ウエストゴムL・LL）、自

転車（14インチ～大人）、学習机、子供服（女児100cm）、木津川市立幼稚園体操服（女子120cm）、鉄棒、ホッ

ピング、ピアノ、シャツ、サンダル、着物、木津高ブレザー、ミシン（足踏・電動）、三輪車、コンビカー、鯉のぼ

り、通勤カバン、スチール棚、竹馬、一輪車、レインシューズ、ベビーゲート、おもちゃ、ヘルメット（子供）、ベ

ビー用品、茶碗（茶の湯）、照明器具、釣り道具、水槽（60cm以上）、水槽台、Jボード、ケージ（犬）、ハンドベル、

ベビーカーステップ、木津中制服（女子）、プールカバン、ソファ（2人掛）、運動靴（25cm）、ヨガマット、バラン

スボール、革靴（黒）、ストライダー、電子ピアノ、空気清浄機、光が丘幼ズボン、掃除機、掛図

 持ち込み品の基準  �①人形、ぬいぐるみ、下着類、本（絵本のみ可）はお断りします。②分別（衣類・食器・小物）し
てお持ち込みください。③衣類は洗濯したものを、きれいにたたんで持ち込んでください。

洋服ダンス、食器棚、テレビ台

ゆずってください

生ごみ堆肥化講習会およびモニター募集

～生ごみをリサイクルしよう～
　家庭から出る生ごみは、ちょ
っとした工夫でガーデニング
などで利用できる堆肥に生ま
れ変わります。
　生ごみの減量化にもつなが
り一石二鳥。環境にやさしい生
活に取り組んでみませんか。
□講習会内容
　①EM（有用微生物群）を使った堆肥作り
　　・�密閉容器を使って発酵させ、土と混ぜて堆

肥を作ります。
　②ダンボール箱コンポストを使った堆肥作り
　　・�手軽に生ごみの減量に取り組むことがで

き、初めての方でも気軽に始められます。
□生ごみ堆肥化モニター
　モニターになって、堆肥化実験にご協力くださ
い。特典もあります。
　※�モニターになるには、当市の生ごみ堆肥化講

習会に参加いただく必要があります。
【講習会】
■時9月18日（日）午前10時～正午
■所リサイクル研修ステーション
■対市内にお住まい又はお勤め・通学の方
■定15人 先着
■申 �・■問8月23日午前8時30分から電話でリサイク

ル研修ステーションへ。
■主リサイクル研修ステーション（☎75-2140）
■他 �市ホームページで生ごみ処理容器実証実験の

様子を掲載しています。
　ぜひ、ご覧ください。

エコリーダー　くるっと教室
有効利用のぞうり作り講習会

～捨てる前に一工夫～
　古くなったシーツや、ゆかた、スカートなどを
利用して、履き心地のよいぞうりを作り、活用し
ませんか。作業台を使って楽な姿勢で作れます。
■時9月8日（木）　午前9時30分～正午
■所リサイクル研修ステーション
■対市内にお住まい、お勤めの方
■定10人 先着

■￥ひとり350円
■持 �生地（木綿地を7cm巾に裂くか切って、長さ1.5

～2m程度にし、裂き目が中に入るように4つ折
りにしたものを、10～15個程度。ゆかた、シー
ツ1枚で2足程度作ることができます。）定規、は
さみ、裁縫道具、かぎ針（家に有る方）、鼻緒布1
足分（作り方は別途はがきにてお伝えします。）

■他生地は薄手のものが最適です。
■申 �8月10日から電話でリサイクル研修ステーショ

ンへ。
■主 �エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物減量

等推進員の会）

広報           2016.817



182016.8 広報

「
精
霊
流
し
」の
お
供
え
物
は 

決
ま
っ
た
場
所
へ 

　

木
津
川
の
環
境
を
守
る
た
め
、お
供
え

物
は
持
ち
帰
る
か
、専
用
の
コ
ン
テ
ナ
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

■所�

木
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
駐
車
場
、相
楽
中

部
消
防
署
裏
側
１
０
０
m
の
河
原

■時�

８
月
15
日（
月
）・
16
日（
火
）

■他�

線
香
・
ロ
ウ
ソ
ク
・
マ
ッ
チ
な
ど
は
、完
全

に
消
火
し
て
か
ら
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
。電
球
・
段
ボ
ー
ル
は
入
れ
な

い
て
く
だ
さ
い
。燈
篭
な
ど
は
分
解
し

て
く
だ
さ
い
。

※
重
要
な
お
知
ら
せ

　
「
泉
大
橋
下
流
約
２
０
０
ｍ
の
河
原（
南

岸
）」の
コ
ン
テ
ナ
は
、水
防
な
ど
の
観
点
か

ら
、今
年
度
か
ら
設
置
を
取
止
め
ま
す
。

■問
ま
ち
美
化
推
進
課　

☎
75
‐
１
２
１
５

ご
み
の『
ふ
れ
あ
い
収
集
』

～
収
集
拠
点
へ
の
ご
み
出
し
が
困
難
な
方
へ

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
～

　

ご
自
身
・
ご
家
族
な
ど
で
は
収
集
拠
点

へ
の
ご
み
出
し
が
困
難
な
、要
介
護
状
態

に
あ
る
高
齢
者
や
重
度
障
が
い
の
あ
る
方

を
対
象
に
、週
１
回
、玄
関
先
で
の
ご
み
収

集
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。ご
み
の
排
出

が
な
い
場
合
は
、お
声
掛
け
に
よ
る
安
否

確
認
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

対
象
者
要
件
・
申
請
手
続
な
ど
、詳
し
く

は
ま
ち
美
化
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■問
ま
ち
美
化
推
進
課　

☎
75
‐
１
２
１
５

木
津
川
を
美
し
く
す
る
作
品
展
へ
の

作
品
募
集

■内
河
川
美
化

　
・�

ポ
ス
タ
ー（
小
・
中
学
生
に
限
る
）�

 

※
画
用
紙
四
ツ
切
り

　
・
標
語

　

木
津
川

　
・
短
歌　
・
俳
句　
・
詩　

※
８
０
０
字

　

木
津
川
お
よ
び
河
川
美
化

　
・�

作
文（
小
・
中
学
生
に
限
る
）※
１
，６
０
０
字

　
・�

書
道
※
小
・
中
学
生
は
横
18
㎝
×
縦
68
㎝

■申�

８
月
26
日
ま
で
に
、必
要
事
項
を
記
入

し
た
応
募
票
を
作
品
に
添
付
し
、市
内

の
小
・
中
学
生
は
各
学
校
へ
、そ
の
他
の

方
は
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
本
部
事

務
局（
府
広
域
振
興
局
内
☎
72
‐
０
０

５
１
）ま
た
は
ま
ち
美
化
推
進
課（
☎
75

‐
１
２
１
５
）へ
。

■他
・�

１
人
１
種
目
に
つ
き
２
点
以
内
に
限

り
ま
す
。

　
・�

応
募
票
は
、市
内
の
小
・
中
学
校
ま
た

は
ま
ち
美
化
推
進
課
で
配
布
し
ま
す
。

木
津
駅
西
側
駐
輪
場
の
移
転

　

木
津
駅
西
側
の
商
業
施
設
の
建
築
工
事

に
伴
い
、８
月
１
日
か
ら
駐
輪
場
を
移
転

し
ま
す
。現
在
の
駐
輪
場
が
閉
鎖
と
な
り

ま
す
の
で
、サ
ン
デ
ィ
木
津
店
北
側
駐
輪

場
、介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ
北
側

駐
輪
場
お
よ
び
木
津
駅
東
側
駐
輪
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お試し広告に注意！

消費生活の相談や苦情は、気軽に
　　　相楽消費生活センターへ！

☎72- 9955
相談は無料です。　秘密は厳守します。

※�「消費者ホットライン」「188（いやや！）」番をご利用
ください。

　インターネット広告で「初回に限り1週間分500
円！」とあったのでお得だと思って申し込んだところ、
試供品が届いた１週間後に１か月分の化粧品セットが
届いた。驚いて広告を確認すると３か月間の定期購入
とのセット販売であると分かった。
　化粧品に限らず、健康食品など、折込チラシ・新聞・テ
レビなどの広告でも同様の相談が増加しています。表
示の問題もありますが、広告の小さな文字も注意して
よく読むようにしましょう。

　全4回の消費生活講座を開講します。
■時 ■内 ■所

9月14日（水）
午後1時30分～
午後3時30分

「特殊詐欺・悪徳
商法・ネットによ
る被害の手口と
対策」

相楽会館
大ホール

9月28日（水）
午前9時30分～
午後4時30分

「日 本 遺 産『日 本
茶800年 の 歴 史
散歩～京都・山城
～』＆けいはんな
e2未来スクエア
を体験しよう！」

相楽会館集合
（バス移動）

10月10日（月・祝）
午後1時30分～
午後3時30分

「人はなぜダマさ
れる」～賢い消
費者になるため
に～

相楽会館
大ホール

10月25日（火）
正午～午後5時
15分

「整理収納セミナ
ー　リビング編」
～整理収納の応
用とカードワー
ク～

相楽会館集合
（バス移動）
施設見学：「大
阪ガス　ハグ
ミュージアム」

ナニ？   キューキュー GOGO！

■時 �月～金（祝・休日、年末年始除く）� 午前9時～午後4時
■所 �木津上戸15　相楽会館1階　京都府木津総合庁舎東

隣（JR木津駅東出口から徒歩5分）
※�土・日・祝日（年末年始除く）は☎075-257-9002へ。
（電話のみ）

■申 相楽郡広域事務組合（〒619-0214　木津上戸15）
　☎72-0421　fax 72-0470
　URL http://www.soraku-kyoto.or.jp

はい！こちら消費生活
センターです

消費生活講座開催のお知らせ
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つう しん

環

境

木津北地区保全推進室（都市計画課内）☎ 75-1222 kizukita@city.kizugawa.lg.jp

鹿背山へGO ！（里山活動に参加してみよう）
　毎年、適度に人の手が加え続けられた結果、里山は荒廃から守られ、森を若返らせ保全されてきました。
人の手が入らなくなった里山活動の第一歩が、樹木と竹の伐採、農的利用の再開でした。

樹木の伐採
　「木を伐るのは自然破壊じゃないの」と考える方もいるかもしれませんが、それは違います。実は、放置された
森は木が密集した結果、日光が入らず、暗くて元気がない森に変わっていくのです。
　必要な木を残し不要な木は伐採することで、森に適度な陽が差し込み、明るくなれ
ば様々な生きものが共存できる環境が取り戻せるのです。
　木の伐採は、大人や子ども、性別に関係なく楽しんで取り組める活動です。ノコギリ
で木を伐り倒したときの爽快感、ぜひ味わってください。

竹の伐採
　竹林は古くから里山の代表的な植生で、農具や生活道具としてよく利用されてき
ました。しかし、生長が早いので人の手が入らなくなり放置されるとすぐに密集し、
他の生きものが共存できない竹薮に変わってしまいます。
　竹林と里山の様々な生きものが共存できる環境を保つためには、適度な伐採が必
要です。

CSR活動
　市民団体の活動はもとより、セキスイハイム近畿株式会社さんもCSR活動とし
て、「セキスイハイムの森・木津川」森林保全活動を実践していただいています。
　7月15日の活動では、約70人の参加者が里山整備や果樹の植樹に心地よい汗を流
してくれました。
　里山で繰り返された営みが、様々なグループの手によって進みだしています。
参加してみようと思われる方は、問い合わせてください。

農的利用の再開
　山間に開墾された水田は、面積が小さく、機械化された現代の農業では生産効率
が上がらないことから、減反の対象田となりました。
　放置され耕起されなくなった水田は、雑草が生い茂り、かつての面影を忍ぶこと
ができなくなっていました。背丈ほどに伸びた雑草を刈り、耕起し、水を溜めること
で、水田としての利用を再開しました。
　耕起され、水が溜められることで、希少生物「カスミサンショウウオ」の産卵場所
としてのフィールドに戻ったのです。
　農地が大規模化され、機械化によって成り立つ農業ではない、手による田植え、鎌での刈り取り、ハサ掛けで
の自然乾燥といった、手作業による農業に取り組みたい方、一緒に活動しませんか。

　里山再生はゴールのない営みです。クヌギは伐採しても切り株からは脇芽が出
て、10年後には伐採対象の木に生長します。
　竹は生長が早く、もっと顕著です。水田も耕作を止めればあっという間に草むら
に変わります。ですので、この活動は、続けることが必要なのです。続けるためには
楽しさが決め手になります。
　楽しく進める知恵をお持ちの方、ぜひ鹿背山の里山へお越しください。

～「学研木津北地区」というのは鹿背山の里山のこと
　　里山活動を楽しみながら、里山再生に取り組んでいます～
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〔活用コース名：市長にお任せ〕
サントリービバレッジサービス株式会社 様
　寄附金:561,588円（5月31日）

いただきました寄附金は、広くまちづくりに活用
させていただきます。ありがとうございました。

木津川市スポーツ推進委員の森
川恭美さんが、京都府スポーツ推
進委員協議会から勤続10年を記
念して表彰状を授与されました。

今後も引き続き、木津川市のス
ポーツ推進にご尽力いただきます
ようお願いします。

災害時におけるさらなる支援体制の構築を目指し
て、7月6日、株式会社ウイングと「災害時等における
バス車両による緊急輸送に関する協定書」を、和束運
輸株式会社と「災害時における緊急物資輸送及び緊急
配送拠点の運営等に関する協定書」を締結しました。

木津川市中学生海外派遣事業の訪問先であるアメリ
カのサンタモニカ市の中学生が木津川市を訪れました。

今回で8回目の来日となったサンタモニカの中学
生11人と引率者の4人は、8日間の滞在で、市内の観
光地を巡ったり、
交流パーティで、
市内の中学生やホ
ームステイ先の家
族との交流を深め
ました。

木津川市を拠点に活動しているフットサルスクー
ルのガット2008U12が、第
26回全日本少年フットサル
大会全国大会に、京都府代表
として、6年ぶり2回目の出
場を果たすことになりまし
た。おめでとうございます。

6月26日に第5回木津川市消防団操法大会が、州見
台小学校でおこなわれました。

操法大会は、日ごろの訓練の成果を発表し、消防技
術の向上と士気高揚を図るとともに、地域防災の強
化を目的とし、2年に1度開催されます。

木津川市消防団操法大会入賞結果（出場全25チーム）
優　勝・・・木津第１分団第３部（北之庄分隊）
第２位・・・山城第１分団第２部（上狛北部分隊）
第３位・・・木津第２分団第１部（本町分隊）
第４位・・・加茂第２分団第１部（奥畑分隊）
第５位・・・山城第３分団第４部（南平尾分隊）
第６位・・・木津第１分団第２部（大里分隊）

個人の部（優秀賞）
指揮者・・・幾馬　功昌（山城第２分団第１部）
１番員・・・大倉　俊之（木津第２分団第１部）
２番員・・・西　　洋祐（木津第２分団第１部）
３番員・・・今西　浩之（木津第３分団第２部）

消防団員を募集しています
木津川市消防団は、消火活

動・救助活動・防災訓練などの
活動をしています。団員の多く
が、働きながら、日々訓練など
に励み、自分の経験や適性を生
かした様々な活動をおこなっ
ています。消防団員として、木
津川市民の生命、財産を守るた
めに一緒に活動してくださる方は、危機管理課まで
ご連絡ください。

ふるさと応援寄附金をいただきました

おめでとうございます

大規模災害に備えて

両国の懸け橋に！

おめでとうございます

暑さに負けずに～木津川市消防団　操法大会～

町内会・自治会に加入しましょう
　自治会は、地域の皆さんがお互いに支えあい、
協力して、防災・防犯をはじめ様々な地域コミュ
ニティの形成に取り組んでいます。住みやすい
街をつくるために、自治会に加入し、積極的にま
ちづくりに参加しましょう。

危機管理課（市消防団事務局）　☎75-1206

団
員
募
集

納税のお知らせ

☆便利な口座振替をご利用ください☆
■問税務課　☎75-1203

市民税・府民税......第2期....納期限は8月31日（水）
国民健康保険税....第3期....納期限は8月31日（水）
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　７月10日に執行された参議院議員通常選挙の結果をお知らせ
します。
《各投票区別投票結果（選挙区）》

投 票 区 名 有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

  1区　木津小学校 2,719 1,378 50.68

  2区　木津川市役所 2,540 1,573 61.93

  3区　鹿背山会館 426 283 66.43

  4区　市坂集会所 609 327 53.69

  5区　梅谷区集会所 255 144 56.47

  6区　相楽小学校 3,661 1,921 52.47

  7区　吐師会館 711 400 56.26

  8区　泉川団地集会所 1,240 710 57.26

  9区　東部交流会館 1,557 892 57.29

10区　高の原小学校 3,951 2,463 62.34

11区　兜谷集会所 2,795 1,560 55.81

12区　相楽台小学校 3,160 1,930 61.08

13区　木津川台小学校 5,117 3,090 60.39

14区　梅美台小学校 4,224 1,767 41.83

15区　州見台小学校 4,649 2,405 51.73

16区　加茂支所 2,460 1,291 52.48

17区　加茂小学校 1,967 1,014 51.55

18区　小谷児童館 528 244 46.21

19区　文化財整理保管センター分室 1,483 855 57.65

20区　当尾の郷会館 550 313 56.91

21区　南加茂台公民館 2,456 1,634 66.53

22区　南加茂台小学校 1,810 1,177 65.03

23区　南加茂台第5集会所 942 590 62.63

24区　山城支所別館 1,208 659 54.55

25区　上狛小学校 1,062 600 56.50

26区　椿井区公民館 691 377 54.56

27区　北河原区公民館 330 221 66.97

28区　神童子公民館 120 92 76.67

29区　大平尾会館 1,433 734 51.22

30区　北平尾区コミュニティセンター 954 562 58.91

31区　棚倉小学校 1,414 822 58.13

32区　城山台小学校 2,145 1,175 54.78

合　計 59,167 33,203 56.12

《選挙区開票結果》
届出
番号 候補者氏名 得票数

1 福 山 哲 郎 12,684

2 大 八 木　み つ こ 973

3 二 ノ 湯　さ と し 13,708

4 大 河 原　としたか 4,827

《比例代表開票結果（政党等）》
届出
番号 政党等名 得票数

1 社会民主党 552.722

2 国民怒りの声 229.164

3 おおさか維新の会 4,793.897

4 公明党 3,506.500

5 日本共産党 4,193.798

6 幸福実現党 186.000

7 自由民主党 10,572.502

8 新党改革 223.576

9 日本のこころを大切にする党 288.000

10 生活の党と山本太郎となかまたち 408.000

11 民進党 7,040.835

12 支持政党なし 403.000

※小数点以下の数値は「按分」による。

7月7日に南陽高校、7月8日に木津高校
で期日前投票がおこなわれました。

南陽高校では、高校生のほか多くの市民
の方が投票されました。

当日の投票立会人を務めた南陽高校3年
生の池田祐規さんは、「選挙には興味を持
っていたが、立会人という重要な役割を務
め、投票に来る人々の想いを間近で見て、
選挙の大切さを感じました。」と話してく
れました。

また、投票所のスタッ
フとして参加した多くの
生徒は、木津川市選挙管
理委員会からの説明を受
け、選挙の大切さを学び
良い経験になったと話
し、今回の経験により選
挙に参加する意義を改め
て感じたようでした。

参議院議員通常選挙結果

府立高校2校で期日前投票

広報           2016.821



222016.8 広報

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■所
都
市
計
画
課

【
意
見
書
の
受
付
】

　

９
月
６
日（
火
）
～
12
日（
月
）（
閉
庁
日
は

除
く
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、

都
市
計
画
課
に
備
え
付
け
の
意
見
書
様
式

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、持
参
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
地
元
説
明
会
】

■時
８
月
22
日（
月
）　

午
後
２
時
～

■所
市
役
所
３
階「
３
‐
４
会
議
室
」

■対
城
山
台
に
お
住
ま
い
の
方

■問
都
市
計
画
課　

☎
75
‐
１
２
２
２

木
津
川
市
職
員
採
用
試
験　

一
般
枠

【
行
政
職
Ⅰ
、Ⅱ
、文
化
財
技
師
】受
付

　

一
般
枠【
行
政
職
Ⅰ
、Ⅱ
、文
化
財
技
師
】の

応
募
者
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

　

詳
し
く
は
、人
事
秘
書
課
、加
茂
・
山
城
支

所
、西
部
出
張
所
に
あ
り
ま
す
募
集
案
内
も

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■時�

８
月
12
日
ま
で（
土
・
日
・
祝
を
除
く
午
前
８

時
30
分
～
正
午
、午
後
１
時
～
５
時
15
分
）

■問
人
事
秘
書
課　

☎
75
‐
１
２
３
４

恭く
に
き
ゅ
う

仁
宮
跡あ

と

発
掘
調
査
の�

作
業
員
募
集

　

恭
仁
宮
跡
の
発
掘
調
査
の
作
業
員
を
募
集

し
ま
す
。説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■時
８
月
18
日（
木
）　

午
後
２
時
～

■所
瓶
原
公
民
館（
加
茂
町
岡
崎
考
14
）

な
ど
の
説
明
を
伝
え
ま
す
。

※�

副
音
声
が
必
要
な
方
は
、当
日
受
付

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。20
セ
ッ
ト

ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■時�

８
月
６
日（
土
）

　

① 

午
前
10
時
30
分
～（
開
場　

午
前
10
時
～
）

　

② 

午
後
２
時
～（
開
場　

午
後
１
時
30
分
～
）

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■定
各
２
３
０
人 

先
着

■問�

人
権
推
進
課（
加
茂
人
権
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
76
‐
３
６
８
０　
fax

76
‐
５
４
３
４

■他�

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
か
、で
き
る

だ
け
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■主
木
津
川
市
人
権
啓
発
協
議
会

木
津
川
市
人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー�

コ
ン
ク
ー
ル　

作
品
募
集

　

基
本
的
人
権
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
、人

権
尊
重
の
精
神
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■内�

日
常
の
身
近
な
出
来
事
な
ど
を
題
材
と
し

て
基
本
的
人
権
の
尊
重
・
擁
護
を
訴
え
る

も
の
。

　
・
四
ツ
切
り
の
画
用
紙（
色
彩
は
自
由
）

　
・�

作
品
に
は
人
権
の
尊
重
・
擁
護
を
訴
え
る

標
語
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
通
学
し
て
い
る
小

・
中
学
生

■申�

９
月
15
日
ま
で
に
、作
品
に
応
募
カ
ー
ド

を
貼
り
つ
け
、木
津
川
市
立
の
小
・
中
学
校

生
は
各
学
校
へ
、市
立
以
外
の
小
・
中
学
生

は
人
権
推
進
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■他
・�

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書�

（
指
名
願
い
）の
臨
時
受
付
に
つ
い
て

　

８
月
に
、市
内
業
者（
市
内
に
主
た
る
営
業

所（
本
店
）を
有
す
る
法
人
ま
た
は
営
業
拠
点

を
有
す
る
個
人
の
う
ち
、別
に
定
め
る
要
件

に
該
当
す
る
方
）を
対
象
に
、指
名
願
い
を
臨

時
受
付
し
ま
す
。現
在
、資
格
を
有
し
て
い
な

い
方
で
、木
津
川
市
か
ら
の
受
注
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、申
請
書
を
提
出
し
、資
格
審
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。申
請
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、必
ず
事
前
に
指
導
検
査
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■対�

建
設
工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
、物
品
・
役
務
の
供
給
等

■時�

８
月
22
日（
月
）～
31
日（
水
）（
閉
庁
日
を
除

く
）午
前
８
時
30
分
～
正
午
、午
後
１
時
～
５

時
15
分（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

■問
指
導
検
査
課　

☎
75
‐
１
２
２
４

人
権
啓
発
映
画
上
映
会�

�

～
人
権
強
調
月
間
事
業
～

「
豆
富
小
僧
」（
ア
ニ
メ
作
品
）

　

世
の
中
で
い
ち
ば
ん
恐
く
な
い
妖
怪
、豆

富
小
僧
の
冒
険
と
成
長
の
物
語
。

　
「
妖
怪
な
の
に
人
を
恐
が
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
に
、な
ん
で
僕
は
生
ま
れ
た
の

だ
ろ
う
」と
悩
む
小
さ
な
妖
怪
の
、大
き
な
冒

険
が
始
ま
る
！

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会
と
は
？

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、セ

リ
フ
と
効
果
音
が
入
っ
た
字
幕
が
表
示

さ
れ
ま
す
。視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

に
は
、イ
ヤ
ホ
ン
で
の
副
音
声
で
、情
景

　
・�

入
賞
作
品
を
選
定
し
、木
津
川
市
人
権
文

化
の
つ
ど
い
に
お
い
て
表
彰
し
ま
す
。

　
・�

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
。

　
・�

募
集
要
項
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■問�

人
権
推
進
課（
加
茂
人
権
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
76
‐
３
６
８
０　
fax

76
‐
５
４
３
４

■主
木
津
川
市
人
権
啓
発
協
議
会

■共�

木
津
川
市
、木
津
川
市
教
育
委
員
会
、木
津

川
市
校
・
園
長
会
、木
津
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会

木
津
中
央
地
区
計
画（
原
案
）の�

縦
覧
お
よ
び
説
明
会

　

地
区
計
画
原
案
を
、次
の
と
お
り
縦
覧
に

供
し
ま
す
。な
お
、当
該
原
案
に
か
か
る
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
等（
都
市
計
画
法
第
16

条
第
２
項
に
規
定
）で
、原
案
に
ご
意
見
の
あ

る
方
は
、市
長
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、城
山
台
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象

に
当
該
原
案
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
原
案
の
縦
覧
】地
区
計
画
原
案
の
名
称
等

　

名
称　

木
津
中
央
地
区
計
画

　

区
域　

�

城
山
台
一
丁
目
〜
十
三
丁
目

■時�

８
月
22
日（
月
）～
９
月
５
日（
月
）（
閉
庁
日

昨年の市長賞　小学生の部

昨
年
の
市
長
賞

中
学
生
の
部



掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

文
化
協
会
サ
ー
ク
ル
体
験
講
座

　

文
化
協
会
加
盟
の
サ
ー
ク
ル
が
体
験
講
座

を
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時��

９
月
10
日（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

参
加
サ
ー
ク
ル

　

�

筝
曲
グ
ル
ー
プ
奏
、筝
曲
グ
ル
ー
プ
琴
里
、

大
正
琴　

琴
音
会
、山
城
町
大
正
琴
サ
ー

ク
ル
、日
本
舞
踊
新
舞
踊
ま
る
美
、ゆ
う
舞

の
会
、ゆ
う
舞
の
会
藤
、布
に
描
く
ス
テ
ン

シ
ル
、町
田
書
道
教
室
、フ
ロ
ー
リ
ス
ト
Ｎ

ｅ
ｏ
、ラ
ボ
・
合
田
パ
ー
テ
ィ
ー
、社
交
ダ
ン

ス
バ
ッ
リ
ア
ー
モ

■対
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

■￥�

無
料（
た
だ
し
材
料
費
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。）

■他�

参
加
サ
ー
ク
ル
の
体
験
時
間
や
定
員
は
文

化
協
会
事
務
局（
☎
71
‐
８
１
３
０
）へ
。

■主
木
津
川
市
文
化
協
会

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
７
大
学

連
携「
市
民
公
開
講
座
２
０
１
６
」

■時
①
８
月
26
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

　

②
９
月
２
日（
金
）午
後
１
時
～
５
時

　

③
９
月
９
日（
金
）午
後
１
時
～
５
時

■所�

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館「
大
会
議
室
」

（
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
８-

１-

３
）

■内�

①�

関
西
外
国
語
大
学
教
授　

片
岡
修「
太

平
洋
の
ベ
ニ
ス
」ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化

遺
産
登
録
へ
の
長
い
道
程　

な
ど

　

�

②�

同
志
社
女
子
大
学
教
授 

杉す
ぎ
う
ら浦
伸し

ん
い
ち一「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
在
宅
医
療
」な
ど

　

�

③�

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
教
授 

出で
む
ら村
拓た

く「
植
物
の
陸
上
化
」な
ど

■対�
市
内
に
お
住
ま
い
で
、野
外
で
の
軽
土
木

作
業
に
従
事
で
き
る
健
康
な
方

■内
発
掘
調
査（
野
外
で
の
軽
土
木
作
業
）

■定
10
人
前
後

■他
賃　
　

金　

�
１
日
７
，７
０
０
円（
通
勤
手

当
は
府
臨
時
職
員
要
綱
に
よ

り
支
給
し
ま
す
。）

　

雇
用
期
間　

�

９
月
初
旬
～
12
月
中
旬（
調

査
を
中
断
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

　

勤
務
時
間　

�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

45
分

　

※�

説
明
会
当
日
に
簡
単
な
体
力
検
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。汚
れ
て
も
良
い
動
き
や

す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
京
都
府
教
育
庁
指
導
部　

文
化
財
保
護
課　

 

　

☎
０
７
５
‐
４
１
４
‐
５
９
０
３

木
津
川
市
加
茂
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

『
第
34
回 

公
民
館
ま
つ
り
』参
加
者
募
集

　

サ
ー
ク
ル
の
成
果
の
発
表
や
作
品
を
出
展

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
を
対

象
と
し
て
、第
34
回『
公
民
館
ま
つ
り
』へ
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■時�

平
成
29
年
３
月
４
日（
土
） 

～ 

５
日（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所
加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

■申
８
月
23
日
ま
で
に 

南
加
茂
台
公
民
館
へ
。

　

※�

な
お
、出
演･

出
展
を
希
望
さ
れ
る
サ
ー

ク
ル
は
実
行
委
員
会
に
参
加
い
た
だ
き

ま
す
。

■問
南
加
茂
台
公
民
館

　

☎
76
‐
５
９
５
９　
fax

76
‐
７
４
９
１

■定
各
２
０
０
人  

先
着

■申�

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
次
へ
。

　

�(

公
財)

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推
進
機

構　
fax

95-

５
１
０
４　

　

URL http://w
w

w
.kri-p.jp/

赤
ち
ゃ
ん
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

●�

自
宅
で
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
調
査（
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
）

■対
生
後
７
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん

●�

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
い
た
だ
く
調
査

■対
・�

生
後
２
か
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん（
15
人
程
度
）

　
・�

２
歳
〜
５
歳
の
お
子
さ
ん（
30
人
程
度
）

■他�

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
は
、薄
謝
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
進
呈
し
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん
＆
お
と
う
さ
ん
の
た
め
の�

 

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

■時�

９
月
３
日
・
17
日（
土
）　

午
前
10
時
〜
正
午

　

10
月
１
日 

（
土
）　

午
後
１
時
〜
２
時
半

■所�

同
志
社
大
学
学
研
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス

■￥
２
０
０
円（
３
回
分
）

　

お
茶
を
片
手
に
み
な
さ
ん
で
語
り
合
い

な
が
ら
、赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
、心
理
学
な
ど

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。赤
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■問
同
志
社
大
学
赤
ち
ゃ
ん
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�

木
津
川
台
４
‐
１
‐
１（
同
志
社
大
学
学
研

都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

　

�

☎
65
‐
６
０
６
６　

akachan@
m

ail.
doshisha.ac.jp

け
い
は
ん
な
フ
ィ
ル
室
内
楽
の�

昼
下
が
り『
音
楽
の
お
も
ち
ゃ
箱
14
』

■時�

８
月
28
日（
日
）午
後
２
時
～�

 

（
開
場　

午
後
１
時
30
分
～
）

■所
精
華
町
交
流
ホ
ー
ル（
町
役
場
２
階
）

■出�

け
い
は
ん
な
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

■内�

管
楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、弦
楽
器
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル　

ほ
か

■定
１
０
０
人  

抽
選

■申�

８
月
17
日
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、参
加
希
望

者
全
員
の
氏
名
、「
音
楽
の
お
も
ち
ゃ
箱
参

加
希
望
」を
明
記
し
、次
へ
。※
は
が
き
１
枚

で
５
人
ま
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

■問�

精
華
町
役
場
企
画
調
整
課
企
画
係

　

�

〒
６
１
９
‐
０
２
８
５（
個
別
番
号
、住
所
記

入
不
要
）　

☎
95
‐
１
９
０
０

■他�

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込
み

　

で
き
ま
す
。

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
小
展
示�

「
ロ
ボ
ッ
ト
進
化
中
！�

―
神
話
・
か
ら
く
り
人
形
か
ら
最
新
ロ
ボ
ッ
ト
ま
で
―
」

■時�

8
月
18
日（
木
）～
9
月
20
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
6
時（
日
曜
・
祝
日
休
み
）

■所�

地
下
1
階「
閲
覧
室
」（
18
歳
未
満
の
方
は

受
付
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。）

■内�

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
工
知
能
を
中
心
に
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
進
化
の
歴
史
に
関
す
る
資
料

約
１
０
０
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■問
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館（
資
料
案
内
）

　

☎
98
‐
１
３
４
１

（携帯電話）

（スマートフォン）

広報           2016.823
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fax 72-2801

○イベント記事については、税込表示となっています。

8月

9 月

  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31 1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10

2016

8

教室・イベント情報などを案内しています。
アスピアやましろ
URL：http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/aspia/
山城プール
URL：http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/yasuragi-town/

グラウンドゴルフ無料体験会開催

山城プール教室後期参加者一次募集

　障害物ありの楽しい特設コースでグラウンドゴルフを楽
しみましょう。
■所不動川公園「多目的広場」
■時 �9月6日（火）・7日（水） �  

午前9時～午後4時
■申 �8月16日〜9月2日に電話または
　直接アスピアやましろへ。
■持クラブ、ボールなど用具一式

■時 �9月3日～28日
　�毎週水曜または土曜（全4回）、または両曜日（全8回）
　①�チャイルドクラス（３歳～年長）�  

午後3時30分～4時30分
　②�ジュニアクラス（小学生）�  

午後5時15分～6時15分
■対市内にお住まいの方
■定①30人　②50人
■申 �8月2日〜14日に、住所、氏名、年齢（学年）、連絡先、希望

の曜日をご記入の上、往復はがきを郵送または持参で山
城プールへ。

■他 �1人につきはがき1枚（きょうだい同時抽選ご希望の場合
は、連名ではがき1枚でお願いします。）

脳トレ健康麻雀教室
■時 �9月1日〜10月20日
　毎週木曜日（9月22日、10月13日は休み）
　午後1時〜4時
■￥1回500円（教材費別途）
■定20人
■申 �8月16日から、参加希望日の1週間前までに直接または

電話でアスピアやましろへ。

fax 86-5852

平成28年度臨時福祉給付金 障害・遺族基礎年金
受給者向け給付金

支
給
対
象
者

　基準日（平成28年1月1日）
において木津川市に住民基本
台帳の登録があり、平成28年
度の市民税（均等割）が課税さ
れていない方（ただし、次の①
～⑤の方は除きます。）
①�市町村民税（均等割）が課

税されている方からの扶
養となっている方

②�市町村民税（均等割）が課
税されている方から専従
者給与を受けている方

③�生活保護を受給されている方

　次の2つの要件を
共に満たす方
①�平成28年度臨時福

祉給付金の支給対
象者である方

②�平 成28年5月 分 の
障害基礎年金、遺
族基礎年金を受給
されている方

※�低所得の高齢者向
け給付金を受給さ
れた方は、対象外
です。

必
要
書
類

Ⓐ Ⓑ Ⓐ Ⓑ Ⓒ

支
給
額

1人につき3,000円 1人につき30,000円

そ
の
他

　平成27年度臨時福祉給付
金の受給者がいて、対象にな
る可能性のある世帯へは、ブ
ルーの申請書を送付します。

　対象になる可能性
がある方には、個別
でピンクの申請書を
送付します。

申請書
・�事務局に郵送請求してください。
・�事務局（市役所4階）、加茂・山城支所にも申請書を設

置しているほか、市ホームページからもダウンロー
ドすることができます。

必要な書類
　申請書に必要事項を記入し、次の書類を添付してください。
Ⓐ�申請者の本人確認証明書の写し（運転免許証、健康保

険証等）
Ⓑ�申請者名義の振込口座の通帳の写し（代理申請・受給

の場合は除く）　
※�代理申請・受給の場合は、委任状および代理人である

ことが確認できる書類の提出が必要となります。
Ⓒ�平成28年5月分の障害・遺族基礎年金を受給してい

ることが分かる書類の写し
申請方法
　申請書に必要事項を記入し、書類を貼付して、臨時福
祉給付金ワーキングチーム事務局（市役所4階）へ郵送
してください。（事務局、加茂・山城支所への持参可）

■問・■申・�臨時福祉給付金ワーキングチーム事務局（市役所4階）� 
☎0570-011-880

　　 ・�厚生労働省　専用ダイヤル　☎0570-037-192

平成28年度臨時福祉給付金および障害・遺族基礎年金受給者向け給付金

※�申請書の送付がない方でも、支給要件に該当される
方は申請してください。

8月1日〜10月31日！
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○イベント記事については、税込表示となっています。

8月

9 月

  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31 1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10

教室・イベント情報などを案内しています。

たのシネマ「ナッツジョブ サリー＆バディー
のピーナッツ大作戦」 　　　（2015年作品・吹替版）
■時8月28日(日)
　①午前11時～午後0時30分
　②午後2時～3時30分　※開場30分前
■所アスピアやましろ「グリーンホール」
■定各440人 先着 （市内にお住まいの方のみ）
■申 �7月28日午前9時から西部交流会館、いず

みホール（中央交流会館）にて受付（電話
予約可）。　※ひとり5枚まで。

■他映画鑑賞のあと、ヨーヨー釣りも楽しめます。
　（お子さん限定、1回100円）

無料

■時8月4日・25日（木）午前9時～正午
■所不動川公園「多目的広場」
■￥1回200円
■申当日、午前8時45分から不動川公園（現地）にて。
■他・雨天中止
　・クラブ・ボールは持参してください。
　・9月は15日・29日（木）におこなう予定です。

８月のグラウンドゴルフDAY

公益財団法人 
木津川市緑と文化・スポーツ振興事業団

☎39-8500　 fax 73-6878

夏休み講座「ペーパークイリング」

文化・スポーツ交流教室

　リボンのような細長い紙をクルクル巻いて作ったパーツを
組み合わせて、夏のモチーフを表現しフレームに飾ります。
■時8月25日（木）午後1時～3時
■所アスピアやましろ「創作室」
■￥1,500円（別途材料費500円）
■持お持ち帰り用の袋
■対小学生（小学1～3年生は保護者同伴）
■定10人※4人以上で開催。
■申8月21日までに事業団へ。（電話予約可）
■他市内にお住まいの方優先

　体験会・見学会を開催しています。詳しくは、問い合わせ
てください。
太極拳、パッチワークキルト、オカリナ、絵手紙、ハーモニ
カ、陶芸、能面、楽しく始めるヨガ、気軽に始めるギター、キ
ッズダンス、こどもアトリエ、こども体育、こども空手、バレ
エ、フットサル

お知らせ
　事業団の電話番号が変更になりました。　
　☎39-8500です。

○イベント記事については、税込表示となっています。

「みんなで楽しくアートクラフト」教室

2016文化振興支援事業
～あなたの芸術文化活動を支援します！～

文化・スポーツ交流教室受講生募集！
～健美操～

〜デコパージュ（ヘリテージデコ）〜
　テレビや雑誌などで注目のクラフト。木・布・プラスチッ
ク・ガラスなどにペーパーナプキンの絵柄を切り貼りし、作
品を仕上げていきます。絵心がなくても、オリジナルの作品
を作ることができます。
■時10月14日、11月11日、12月9日（金）
　午前10時〜正午　※1回のみの参加も可
■内 �ハンガー、ミニトートバッグ、クリスマスツリー
■￥2,000円／月（別途材料費1,000円）
■持ハサミ、ウェットティッシュ
■申 �8月7日午前9時から（市外の

方は8月14日から）電話でい
ずみホールへ。

　音楽・演劇・舞踊・絵画・創作など、発表会や展示会をして
みませんか。当事業団があなたの活動を支援します。
■所ホール及び各施設など
■対 �芸術文化活動をされている市内にお住まいの個人または

団体
■申‌� 応募用紙（いずみホール・西部交流会館にあります。）に記

入し、ご持参ください。審査のうえ、結果をご連絡します。
■他 �詳しくは、窓口にある要項をご覧いただくか、問い合わせ

てください。

　呼吸・精神・身体の3つの調和でバランスを整え、全身の
血液の流れを良くし、気分を爽快にします。夏バテ、夏の疲
れなんて感じさせない、いつまでも若々しい体を目指しま
しょう！
■時第１・３金曜日　午前10時～11時
■￥3,500円／月
■他見学できます。（お電話でご予約ください。）

fax 72-2801

広報           2016.825
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中央図書館

加茂図書館

山城図書館

☎72-2980

☎76-6466

☎86-5001

8月

9月

山城図書館のみ開館日
全館休館日

山城図書館のみ閉館日
山城行政サービスコーナーも閉庁

  1 2 3 4 5 6
 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31 1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10

加茂図書館のみ閉館日
中央図書館のみ閉館日
移動図書館「いずみ号」も運休

新しくはいった本 （加茂図書館）

■はじめてのおとうさんはウルトラマン� みやにしたつや　著
　人気の絵本作家みやにしたつやの〈おとうさんはウ
ルトラマン〉シリーズ最新作。怪獣たちにはめっぽう強
いが、おむつ替えや沐浴など、はじめてのことばかりの
育児に悪戦苦闘するおとうさんウルトラマンの姿を絵
日記風にユーモラスに描いた絵本です。

■くらべる東西� おかべたかし　著
　桜餅、タクシー、いなり寿司から、銭湯、座布団、縄文
土器まで、34組の東（主に関東）と西（主に関西）の文化
・風俗の違いを紹介。違いが一目で分かる写真を掲載
し、それぞれの特徴を解説しています。
■ニッチェ江上敬子のダンナやせごはん� 江上敬子　著
　アイデア満載のヘルシー主役おかず、あるものでチ
ャチャッと作る彩り副菜、なんちゃって食材を使った
がっつり飯。おいしく食べて、本当にやせた、江上流「ダ
ンナやせごはん」のレシピを紹介しています。

土曜シアター
◆ミッキーマウス　ミッキーのハワイ旅行

おはなし会（おはなしポケット）

おはなし会（朗読サークル「こだま」）
◆絵本・紙芝居のよみきかせ

◆おはなし会

おはなし会

恐怖の部屋へいらっしゃいPart11

■時 �8月7日・21日、9月4日（日）
　午前10時30分～11時

■時8月6日・27日、9月3日（土）
　午前10時30分～正午

■時8月20日（土）
　午前11時～11時30分

■時 �8月14日（日）午前11時～
　「やま」のおはなし

　今年は、午前と午後の2部構成でおこないます。
■時8月28日（日）
■所アスピアやましろ「和室」
　☆第1部　午前11時～
　　「親と子のこわ～いおはなし」
■対幼児（保護者同伴）　■定20人
　☆第2部　午後2時～
　　「この夏いちばん怖い日」
■対小学生以上　　■定30人
■申 �1部2部ともに、8月9日午前10時から

直接、山城図書館にお越しください。

※�シアターは、開始後15分経ってご参
加の方がおられない場合には、上映
を中止します。ご了承ください。

加茂図書館

山城図書館

中央図書館
一般書

児童書

■時 �8月13日（土）　午後2時～3時10分
（開場　午後1時45分〜）

■所中央図書館2階「視聴覚室」

本のしおり展

鉱物展～大地からの贈り物～
　「第4回子ども読書本のしおりコン
テスト」の入賞作品を展示します。子ど
もたちの力作をぜひご覧ください。
■時8月13日（土）～23日（火）
■所中央図書館2階「展示ホール」
※最終日は午後3時まで

■時8月31日（水）まで
■所中央図書館2階「展示ホール」
■出藤内 敏　氏

夏休み工作教室　化石のレプリカをつくろう！
　化石の型ぬきや色付けをして、自分だけの化石のレプリカを作り
ます。藤内先生からプレゼントもあるよ！
■時8月21日（日）午後2時～午後3時30分
■所中央図書館2階「視聴覚室」　　■定20人 先着
■対市内にお住まいの小学生　　 ■講藤内 敏　氏
■申8月6日午前10時から直接、中央・加茂・山城図書館へ。
　※電話・郵送・ファックスでの受付はおこないません。
■￥300円／人（当日ご持参ください。）

図書館職員からのオススメ本 【加茂図書館】

小学生の自由工作パーフェクト（低学年編・高学年編）�  
� 編：成美堂出版編集部　　成美堂出版
　身近な素材で作る自由工作を紹介。「遊べる工作」「動く
工作」「かわいい工作」「かざる工作」に分け、写真や図でわ
かりやすく説明する。工作の魅力、遊べる工作、動きが楽
しい工作、かわいい工作、飾って自慢できる工作が満載。
身近な材料で作れて、夏休みの宿題などにぴったりです。
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け　い　は　ん　な　プ　ラ　ザ
吉本新喜劇・よしもとお笑いライブin けいはんな2016

届け、けいはんなから！
～熊本地震復興支援チャリティ・コンサート2016～

■時 �９月19日（月・祝）
　�①午後１時30分〜（開場　午後１時〜）
　②午後４時30分〜（開場　午後４時〜）
■所「メインホール」
■出 �メッセンジャー、シャンプーハット、ダイアン、
ジャルジャル、和牛、8.6秒バズーカー、〈吉本新
喜劇〉辻本茂雄　ほか
■￥前売一般（全席指定/税込）	 4,500円
　けいはんなプラザ友の会	 4,300円
　当日一律	 5,000円
　※�５歳以上有料、４歳以下膝上無料/お席が必
要な場合は有料

■申・■問㈱けいはんな　☎95-5115

■時９月３日（土）�午後１時30分～（開場　午後１時〜）
■所「メインホール」　■￥無料
■申 �整理券が必要。（㈱けいはんなで８月10日から
配布、ひとり４枚まで）
■出 �吹奏楽団ベリーズけいはんな、南陽高等学校吹
奏楽部
賛助出演
　司会：小谷 真美子（FM COCOLO DJ）
　精華町立東光小学校ウィンドアンサンブル
　精華町立精華西中学校吹奏楽部
　Saxophone　森下 知子
　�（トゥジュール・サクソフォン クァルテット　アルトサクソフォン奏者）
一緒に演奏しませんか？
　当日午前11時からの練習に参加（楽器持参）
で、コンサートの合同演奏（宝島・365歩のマー
チ）に参加いただけます。
■申 �８月15日までに、 berryscharity@gmail.com
へ。
■主・■問 �吹奏楽団ベリーズけいはんな
　 mamabrass_b_keihanna@yahoo.co.jp
　株式会社けいはんな　☎0774-95-5115

け　い　は　ん　な　記　念　公　園
◆�Atelier J　第６回お教室展
　山尾文男の写真展
■時 �８月６日（土）・７日（日）
　午前10時～午後５時
　※最終日は午後４時まで
■所水景園 観月楼 ギャラリー月の庭
■￥庭園入園料

◆�星空カフェ
■時 �８月７日（日）午後７時～８時30分
■所水景園
■他雨天・曇天中止

◆�公園フィットネス
■時８月11日（木・祝）午前10時～11時
■所芝生広場
■￥一般1,000円　会員800円
■申アウトドアFITNESS
　 o.fitness.c@gmail.com

◆夕涼みジャズライブ
■時８月13日・27日（土）
　午後７時～８時
■所水景園　観月楼デッキ
■￥庭園入園料

◆花いっぱい大作戦の会
　ひまわり花壇の撤収とコスモスの種まき
■時 �８月20日（土）午前10時～正午
■所広場（水景園受付前集合）
■他雨天要問合せ
◆�ピンホール写真
　～カメラ作りと暗室体験～
■時 �８月28日（日）
　午後１時30分～３時30分
■所ビジターセンター
■￥100円
■申https://kscan.jp/contact/

要予約

要予約

けいはんな記念公園管理事務所　☎93-1200　URL：http://keihanna-park.net/
通常の開園時間：午前9時～午後5時　通常の庭園入園料：一般200円、小中学生100円（60歳以上は年齢証明の提示で無料）

■申・■問

家族はつらいよ
　妻が欲しかった誕生日プレゼントは
――「離婚届」！？
　一家に突然降りかかった、まさかの“熟
年離婚”騒動に、家族全員大慌て！！「男
はつらいよ」から20年。山田洋次監督が贈
る、待望の喜劇！
監　督	 山田洋次
出　演	 �橋爪功、吉行和子、西村雅彦、
	 夏川結衣　ほか
公式HP	 http://kazoku-tsuraiyo.jp/ 
■時・�８月26日（金）
午前10時30分～、午後1時15分～、午後6時30分～
・８月27日（土）
午前10時30分～、午後1時15分～、午後3時45分～

■￥ �一般1,000円、　小・中学生、シニア（60歳以上）700円
　けいはんなプラザ友の会会員700円　※当日券のみ。

けいはんな映画劇場

けいはんなプラザ・プチコンサート
８月17日（水）
ピアノコンサート ~ハンガリー・フランス、音の旅
■曲 �ドビュッシー／喜びの島
■出河合　唯（ピアノ）
８月24日（水）
フランスの空から…
■曲 �フォーレ／ファンタジー
■出竹氏  美加（フルート）、竹添  歩（ピアノ）
８月31日（水）
二胡＊ドリームコンサート
■曲 �西出 真理／鏡花 水月
■出 �尾辻 優衣子（二胡）、波戸岡 美紗（ピアノ)
※８月10日、９月７日はお休みです。
■時午後０時15分～午後０時45分
■所「アトリウム」
■問 �けいはんなプラザ・プチコンサート実行委員会　☎95-6128

広報           2016.827
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木
津
川
市
平
和
パ
ネ
ル
展

　

戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代

に
も
、戦
争
の
悲
惨
さ
や
戦
争
の

残
し
た
教
訓
を
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、平
和
を
願
い
お
こ
な
い
ま
す
。

■時�

８
月
８
日（
月
）～
12
日（
金
）（
閉

庁
日
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

■所�

市
役
所
１
階「
住
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
」

■内�

パ
ネ
ル
の
展
示
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

（「
体
験
者
が
語
る
空
襲
の
証

言
」「
消
え
さ
ら
ぬ
傷
あ
と
火
の

海
・
大
阪（
ア
ニ
メ
）」）

■主
木
津
川
市

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者

募
集
　

■時�

９
月
11
日（
日
）

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

　
（
午
前
8
時
30
分
集
合
）

■所�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

■内�

心
肺
蘇
生
法

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め
の�

方（
原
則
、中
学
生
以
上
の
方
）

■定
30
人  

先
着

■持�

筆
記
用
具

■申�

８
月
31
日
ま
で（
土
・
日
除
く
）に
次
へ
。

■問�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

警
防
課
救
急
係

☎
75-

１
３
８
２

交
通
事
故
を
な
く
そ
う
！

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

歩
行
者
を
　
気
遣
う
や
さ
し
さ

京
の
夏

■時
8
月
20
日
ま
で

■内�

夏
休
み
中
、子
ど
も
が
通
行
す

る
道
路
で
は
、細
心
の
注
意
を

払
い
、「
止
ま
る
」「
ゆ
ず
る
」な

ど
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

■問
木
津
警
察
署　

☎
72-

０
１
１
０

な
く
そ
う
子
ど
も
の
交
通
事
故

■内�

家
庭
や
地
域
で
交
通
ル
ー
ル
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

　
・
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う

　
・�

信
号
を
よ
く
見
て
、青
の
時
で

も
車
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
・�

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う

　
・�

暗
く
な
っ
た
ら
ラ
イ
ト
を
つ

け
ま
し
ょ
う

　

�

暴
走
行
為
な
ど
の
悪
質・
危
険
な

運
転
の
追
放

　
「�

暴
走
は
し
な
い
さ
せ
な
い
見

に
行
か
な
い
」

■他�

9
月
5
日
は「
子
ど
も
の
交
通

事
故
防
止
推
進
日
」で
す
。

■問�

木
津
川
市
交
通
安
全
対
策
協
議

会
、総
務
課　

☎
75-

１
２
０
０

9
月
1
日 

運
転
免
許
更
新
セ
ン
タ
ー 

が
京
都
駅
前
に
オ
ー
プ
ン 

し
ま
す

　

更
新
セ
ン
タ
ー
で
は
、優
良
運
転

者
と
高
齢
運
転
者
の
方
を
対
象
に

し
た
免
許
更
新
や
免
許
証
の
再
交

付
な
ど
の
業
務
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■問�

京
都
府
警
察
本
部
運
転
免
許
試
験
課

　

☎
０
７
５-

６
３
１-

５
１
８
１

防
災
の
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う

　
「
防
災
の
日
」

は
、
１
９
２
３

年（
大
正
12
年
）

9
月
1
日
に
発

生
し
た
関
東
大

震
災
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。ま

た
、例
年
8
月
31
日
～
9
月
1
日

付
近
は
、台
風
の
襲
来
が
多
い
と

さ
れ
る
二
百
十
日
に
あ
た
り
、「
災

害
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
」と
の
戒
め
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

防
災
訓
練
な
ど
に
は
、積
極
的

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■問
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

　

☎
72
‐
２
１
１
９

第
2
回
　
認
定
看
護
師 

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

　

医
療
・
看
護
・
介
護
・
福
祉
関
係

の
方
々
に
知
識
の
普
及
・
啓
発
・
情

報
提
供
を
目
的
と
し
て
認
定
看
護

師
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
を
お
こ
な
い

ま
す
。

　

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時��

９
月
11
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
～
）

■所
木
津
駅
前
1
丁
目
27
番
地

　

�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

9
階「
会
議
室
」

■対�

医
療
・
看
護
・
介
護
・
福
祉
関
係
者

■内�

①『
消
化
器
が
ん
の
化
学
療
法

と
副
作
用
ケ
ア
』

　

�

が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師

　

�

②『
呼
吸
器
系
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
』

　

�

集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師

　

�

③『
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

�

消
化
器
症
状
～
嘔
気
、嘔
吐
・
腹

部
膨
満
感
・
イ
レ
ウ
ス
～
』

　

�

が
ん
性
疼
痛
看
護
認
定
看
護
師

■問�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
72
‐
０
２
３
５（
病
院
代
表
）

fax

72
‐
２
１
５
５（
事
務
局
）

介護付有料老人ホーム

介護体制時間常駐
8/1（月）～10（水）

個別見学相談会（要予約）
近鉄「高の原」駅からのタクシー代をご用意します。



掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

中
央
体
育
館
☎
73
‐
２
３
２
３（
社

会
教
育
課
社
会
体
育
係
）［
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

休
館

日：
火
曜
日
］木
津
川
市
体
育
協
会

※�

主
催
者（
木
津
川
市
体
育
協
会
）

で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

・�

そ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

飲
み
物
、タ
オ
ル
を
準
備
す
る

な
ど
体
調
に
は
気
を
付
け
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

３
人
１
組
で
お
こ
な
い
、ル
ー

ル
も
簡
単
で
す
の
で
、そ
の
日
か

ら
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
ま
す
。

■時
8
月
10
日
・
24
日（
水
）午
後
8
時
～

■所
中
央
体
育
館

■￥�

１
人
１
回　

２
０
０
円（
当
日

徴
収
）

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
小
学
生
以
上
の
方（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

■持
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

■問�

木
津
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
連
盟　

尾
白

　

�

☎
０
９
０-

４
２
７
８-

４
１
７
７

■他
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
ま
す
。

■共�

木
津
川
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
連
盟

市
民
な
ぎ
な
た
講
習
会
・
大
会

■時�

8
月
27
日（
土
）

　

①
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　

②
午
後
1
時
～
3
時

■所
木
津
川
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■内�

①�

な
ぎ
な
た
に
つ
い
て
基
本
と

応
用（
ク
ラ
ス
別
） 

　

②
演
技
競
技
、試
合
競
技

■講
東 

美
智
子　

氏

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
、通
学
・
通
勤

さ
れ
て
い
る
方

■￥�

①
１
人
２
０
０
円（
当
日
徴
収
）　

②
１
人
３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■申�

中
央
体
育
館
へ
。

■他�

詳
し
く
は
、申
込
時
に
お
渡
し

す
る
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問�
辻
井　

☎
72-

０
６
８
９

■共
木
津
川
市
な
ぎ
な
た
ク
ラ
ブ

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会�

（
兼
府
民
総
体
予
選
）

■時�

８
月
28
日（
日
）

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午
頃

■所
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
城
陽

■内�

２
ゲ
ー
ム（
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
方
式
）

　

�

①
男
子
の
部（
中
学
生
以
上
）

　

②
女
子
の
部（
中
学
生
以
上
）

　

③
小
学
生
の
部（
男
女
混
合
）

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
小
学
生
以
上
の
方

■￥�

１
人
１
，１
０
０
円（
当
日
徴
収
、

ゲ
ー
ム
代
・
貸
靴
代
込
み
）

■他�

部
門
①
②
に
参
加
さ
れ
る
方
で

ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル
を
使
用
さ
れ
る

方
に
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と

し
て
１
ゲ
ー
ム
に
つ
き
15
点
加

算
し
ま
す
。

■申�

８
月
17
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
、中
央
体
育
館
へ
。

■定
20
人  

先
着

■問�

市
川　

☎︎
０
９
０-

１
５
８
１-

５
２
６
６

第
17
回
市
民
軟
式
野
球
大
会

■時�

９
月
４
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

■所
兜
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
18
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
た
チ

ー
ム

■￥�

１
チ
ー
ム
１
，５
０
０
円（
代
表

者
会
議
で
徴
収
し
ま
す
。）

■定
６
チ
ー
ム  

先
着

■申�

８
月
15
日
ま
で
に
、参
加
申
込

書
を
中
央
体
育
館
へ
。

■問�

坂
田

　

�

☎︎
０
８
０-

３
０
０
６-

３
３
８
１

■他�

代
表
者
会
議
を
８
月
18
日（
木
）

午
後
８
時
か
ら
中
央
体
育
館
で

お
こ
な
い
ま
す
。

■共�

木
津
川
市
体
育
協
会
、木
津
川

市
軟
式
野
球
協
会

第
10
回
市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■時�
9
月
11
日（
日
）

　

午
前
9
時
40
分
～
午
後
５
時

■所
中
央
体
育
館

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
中
学
生
以
上
の
方

■内
ト
リ
ム
の
部
、女
性
の
部

■￥�

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
当
日

徴
収
）

■申�

8
月
29
日
午
後
5
時
15
分
ま
で

に
中
央
体
育
館
へ
。

■問�

木
津
川
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

初
秋
の
森
林
体
験　

参
加
者
募
集

■時�

９
月
３
日（
土
）午
前
10
時
～

　

午
後
２
時
30
分（
小
雨
決
行
）

　

�

森
林
公
園
事
務
所
前

　

午
前
９
時
30
分
集
合

■所�

山
城
町
森
林
公
園「
サ
ン
・
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
森
」

■内�

里
山
の
森
林
観
察
と
落
葉
堆
肥

づ
く
り
、雑
木
林
の
育
林
活
動

■対�

小
学
校
高
学
年
以
上
の
方（
中

学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

■定
20
人

■持�

弁
当
、飲
み
物
、作
業
が
で
き
る

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■申�・
■問
会
長　

高
田

　

☎
・
fax‌

86-

５
２
８
４

■主�

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

サ
ン
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

■後
山
城
町
森
林
組
合

子
育
て
サ
ー
ク
ル　

m
oth

er's care　

親
子
ス
マ
イ

ル
参
加
者
募
集

　

看
護
師
マ
マ
と
助
産
師
マ
マ
に

よ
る
サ
ー
ク
ル
が
で
き
ま
し
た
。

■時
９
月
21
日（
水
）�ア
ロ
マ
ス
プ
レ

ー
作
り

　

10
月
19
日（
水
）�マ
マ
の
た
め
の

カ
メ
ラ
講
座

　

午
前
10
時
～
正
午

■所
東
部
交
流
会
館

■￥�

１
，０
０
０
円（
別
途
材
料
費
）

■問�m
other's care�

親
子
ス
マ
イ
ル

　

☎�

０
８
０-

３
８
０
８-

７
０
８
５

2016motherscare@
gmail.com

小
学
生
陸
上
教
室

■時�・
■所
午
前
８
時
30
分
～
10
時
30

分（
受
付　

午
前
８
時
15
分
～
）

　
・�

８
月
21
日（
日
）

　

上
狛
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
・�

８
月
28
日（
日
）

　

相
楽
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
・�

９
月
４
日（
日
）

　

加
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、

雨
が
降
っ
て
い
な
く
て
も
中
止

と
し
ま
す
。

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
４
～

６
年
生

■定
１
０
０
人

■￥�

１
人
１
日
２
０
０
円（
当
日
徴

収
）※
開
催
日
ご
と
に
２
０
０

円
が
必
要
で
す
。

■内�

基
本
の
走
り
方
、遊
び
の
中
で

走
る
こ
と
が
速
く
な
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、記
録
会　

な
ど

■持
飲
み
物
、帽
子

■申�

８
月
15
日
午
後
５
時
ま
で
に
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
、中
央
体
育
館
へ
。

■問�

中
央
体
育
館�

☎
73-

２
３
２
３

■主�
木
津
川
市
教
育
委
員
会
、木
津

川
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

ル
協
会　

大
倉　

☎
０
９
０-

３

６
１
４-

６
８
３
０

■他�

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

広報           2016.829
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■主�

瓶
原
会

■後�

木
津
川
市
、木
津
川
市
教
育
委
員
会

第
26
回　

相
楽
合
唱
祭

　

相
楽
地
域
の
合
唱
団
が
集
う
恒

例
の
演
奏
会
で
す
。今
回
も
各
団

の
趣
向
を
こ
ら
し
た
素
敵
な
演
奏

を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

■時�

９
月
４
日（
日
）午
後
1
時
～

　
（
開
場　

午
後
０
時
45
分
〜
）

■所�

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー「
あ
じ
さ

い
ホ
ー
ル
」

■出�

一
般
合
唱
団
16
団
体
、少
年
少

女
合
唱
団
３
団
体

■主
相
楽
合
唱
連
盟

■問�

石
井　

☎
76-

２
０
５
６

陸
上
自
衛
隊　

第
3
師
団

音
楽
フ
ェ
ス
タ
in
木
津
川

■時�

８
月
27
日（
土
）

　

�

①
午
前
10
時
30
分
～

　
（
開
場　

午
前
10
時
～
）

　

�

②
午
後
2
時
～

　
（
開
場　

午
後
1
時
30
分
～
）

■所�

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

■内�

音
楽
演
奏
の
ほ
か
、自
衛
隊
車

両
や
災
害
派
遣
時
に
使
用
す
る

人
命
救
助
セ
ッ
ト
な
ど
の
装
備

品
展
示
、第
３
師
団
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
予
定
、詳
し

く
は
第
３
師
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■出�

第
３
音
楽
隊
、第
７
普
通
科
連

隊
、歌
お
う
心
の
う
た
、山
城
少

年
少
女
合
唱
団

■問�

陸
上
自
衛
隊
第
３
師
団
司
令
部

２
０
１
６
き
づ「
平
和
の
鐘
」

　

終
戦
記
念
日
の
正
午
に
、戦
争

犠
牲
者
の
追
悼
と
世
界
平
和
の
祈

り
を
こ
め
て「
平
和
の
鐘
」を
参
加

者
全
員
で
つ
き
ま
す
。

■時�

8
月
15
日（
月
）午
前
11
時
35
分

集
合（
雨
天
決
行
）

■所�

安
楽
寺
、大
智
寺
、西
念
寺
、正

覚
寺

■主�・
■問
平
和
の
鐘
木
津
実
行
委
員
会

　

�

世
話
人　

中
森

　

�

☎
０
９
０-

５
１
６
４-
３
８

０
２

２
０
１
６
か
も「
平
和
の
鐘
」

■時�

8
月
15
日（
月
）正
午（
雨
天
決

行
）

■所�

常
念
寺（
主
会
場
）ほ
か
加
茂
町

内
５
ヶ
寺（
岩
船
寺
、高
田
寺
、

地
蔵
院
、浄
瑠
璃
寺
、大
願
寺
）

■主�・
■問
２
０
１
６
年
か
も「
平
和
の

鐘
」
実
行
委
員
会
事
務
局

　

岩
田　

☎
76-

３
６
０
３

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

木
津
の
戦
争
展

　

戦
争
と
戦
時
下
の
実
際
の
姿

を
、遺
品
や
資
料
・
写
真
・
体
験
談

な
ど
を
通
し
て
知
り
、平
和
の
大

切
さ
を
確
認
し
ま
せ
ん
か
。

■時�

8
月
27
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
30
分

■所�

い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■内�・�

原
爆
写
真
展「
原
爆
と
人
間
」

（
午
後
2
時
30
分
ま
で
）

　
・�

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト（
風
船

で
動
物
づ
く
り
、折
り
紙
な

ど
）（
午
後
1
時
20
分
ま
で
。）

　

�・�

戦
争
体
験
談「
福
山
、今
治
空

襲
」加
藤
ト
モ
さ
ん

（
午
後
1
時
20
分
～
2
時
10
分
）

　

�・�

平
和
紙
芝
居「
た
か
っ
ち
ゃ
ん

の
紙
芝
居
2
作
」公
演

（
午
後
2
時
15
分
～
35
分
）

　

�・�

特
別
企
画　

ア
ニ
メ「
火
垂
の

墓
」上
映（
午
後
3
時
～
5
時
）

　

�・�

バ
ザ
ー
、抹
茶
席（
午
後
2
時

30
分
ま
で
）

■問�

ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
木
津
の
戦
争

展
実
行
委
員
会
事
務
局　

中
森

☎︎
０
９
０-

５
１
６
４-

３
８
０
２

〈
常
時
展
示
〉

戦
争
遺
品
、資
料
展
示
、村
瀬
守
保

写
真
展「
日
本
兵
が
撮
っ
た
日
中

戦
争
」、沖
縄
戦
と
米
軍
基
地
の
写

真
展
、安
保
関
連
諸
法
制
を
考
え

る
コ
ー
ナ
ー
、ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

第
27
回
子
ど
も
館 

子
育
て
教
育
講
座

「
こ
こ
ろ
の
わ
」き
づ
く
・
つ
な
が

る
・
さ
さ
え
あ
う

■内�

定
本
ゆ
き
こ
先
生（
精
神
科
医
）

の
お
話
・
フ
リ
ー
ト
ー
ク

「
そ
の
時
、心
の
居
場
所
が
あ
れ
ば
」

■時�

9
月
3
日（
土
）午
後
1
時
～

■所�

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階

　
「
音
楽
室
」

■申�

フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
電
子
メ
ー
ル

で
次
へ
。

fax‌

76-

０
１
２
９ 

�in
fo
@
y
u
m
e
k
a
id
o
-

kodom
okan.org

■主�

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
街
道
国
際

交
流
子
ど
も
館
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
、京
都
新
聞

■後
木
津
川
市
教
育
委
員
会

ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■時�

8
月
7
日（
日
）

　

�

午
後
7
時
～

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑
賞

　

※�

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生

以
下
無
料

　
　

�

中
学
生
・
高
校
生
３
０
０
円

　
　

大
人
５
０
０
円

　

�

午
後
8
時
～　

星
空
観
察

　

※
曇
り
・
雨
天
時
中
止

■所�

加
茂
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

■持�

筆
記
用
具
、懐
中
電
灯
、双
眼
鏡

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

■問�

加
茂
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

　

☎
76-

７
６
４
５

　
�

加
藤　

☎
０
９
０-

７
４
８
６-

６
１
１
３

■主�
日
本
宇
宙
少
年
団
木
津
分
団

■協
同
志
社
大
学　

天
文
同
好
会

公
開
講
座
２
０
１
６

「
情
報
科
学
に
お
け
る
技
術
的
限

界
点
と
そ
の
突
破
」

■時�

10
月
8
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日

（
土
）

　

午
後
1
時
45
分
～
4
時
30
分

■所�

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
内「
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
」

　
（�

奈
良
県
生
駒
市
高
山
町
８
９

１
６-

５
）

■定
４
０
０
人  

先
着

■申�

9
月
9
日
ま
で
に
、ホ
ー
ム
ペ�

ー
ジ（http://w

w
w
.naist.jp

　

/

）か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問�

国
立
大
学
法
人　

奈
良
先
端
科

学
技
術
大
学
院
大
学

　

☎
０
７
４
３-

72-

５
０
２
６

fax‌

０
７
４
３-

72-

５
０
１
１

 s-kikaku@
ad.naist.jp

第
９
回
木
津
油
絵
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　

教
室
や
写
生
な
ど
で
描
い
た
静

物
・
人
物
・
風
景
の
作
品
を
約
60
点

展
示
し
ま
す
。

■時�

８
月
23
日（
火
）正
午
～

　

９
月
２
日（
金
）午
後
3
時

■所�

市
役
所
1
階「
住
民
活
動
ス
ペ

ー
ス
」

■問�

齋
藤　

☎
72-

９
０
５
５

■後
木
津
川
市
文
化
協
会

■他�

随
時
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。活
動
は
毎
月
第
１
・
３
火
曜

日
午
前
9
時
15
分
～
午
後
0
時

15
分
に
庁
舎
北
別
館
で
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。（
会
費
２
，０
０

０
円
）

第
17
回　

よ
み
が
え
る
都

・
恭
仁
京
盆
踊
り

■時�

8
月
14
日（
日
）午
後
6
時
30
分
～　

※
雨
天
順
延

■所�

恭
仁
京
跡（
恭
仁
小
学
校
東
側
）

■問�
山
村

　

�
☎
０
９
０-

１
０
７
０-

５
５
６
６
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・
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�

☎
０
７
２-

７
８
１-

０
０
２
１

い
ず
み
太
鼓 

木
の
鼓　

ミ
ニ 

ラ
イ
ブ
と
和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

和
太
鼓
を
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

■時�

９
月
11
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

■所�

い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■￥
２
，０
０
０
円

■対
16
歳
以
上
の
和
太
鼓
初
心
者

■定
15
人  

先
着

■講
い
ず
み
太
鼓 

木
の
鼓

■申�・
■問
9
月
5
日
ま
で
に
、電
子
メ

ー
ル
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、連

絡
先
を
次
へ
。

ch
ik
a
0
4
2
2
@
h
o
tm
a
il.

com

　

�

藤
井　

☎
０
９
０-

２
１
０
３-

７
７
６
５

■主
い
ず
み
太
鼓 

木
の
鼓

■他�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://kino�

k
o
.yu
m
en
o
g
o
to
sh
i.co�

m
/

）で
も
申
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
倶
楽 

部
～
明
日
香
村
石
舞
台
ま
で 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
～

■時�

８
月
14
日（
日
）※
雨
天
中
止

■集�

木
津
グ
ラ
ン
ド
午
前
８
時
ま
た

は
平
城
宮
跡
遺
構
展
示
館
８
時

30
分

■対
自
己
責
任
で
参
加
で
き
る
人

■他�

暑
さ
対
策
を
十
分
に
お
こ
な
っ

て
く
だ
さ
い
。昼
食
代
な
ど
個

人
で
必
要
な
も
の
は
個
人
負
担

で
す
。レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
用

意
で
き
ま
す
。（
別
途
事
前
申
込

・
有
料
）

■問�

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
倶
楽
部　

杉
野
☎
０
９
０-

９
９
８
４-

６

１
０
６�

嶋
村
☎
86-

４
７
５
８

け
い
は
ん
な
市
民
雑
学
大
学　

第
94
回
講
座

■時�

8
月
27
日（
土
）午
後
2
時
～
4
時

■内�「
こ
う
す
れ
ば
英
語
は
話
せ
る

～
な
ぜ
日
本
人
は
英
語
が
話
せ

な
い
の
～
」

■講�
脇
田 
正
利　

氏（
せ
い
か
グ
ロ

ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
会
長
、社
会
人

英
会
話
教
室
講
師
）

■所�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
4
階

「
こ
す
も
す
ホ
ー
ル
」

■￥
１
０
０
円

■定�

60
人

■他�

講
座
終
了
後
、懇
親
会
も
あ
り

ま
す
。（
参
加
自
由
）

■問�

渡
辺
☎
０
９
０-

７
８
８
０-

６

７
８
７

サ
ッ
カ
ー
＆
フ
ッ
ト
サ
ル 

ク
リ
ニ
ッ
ク
２
０
１
６

　

本
場
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ネ
イ
マ
ー

ル
や
ロ
ビ
ー
ニ
ョ
を
育
て
た
コ
ー

チ
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

■時�

8
月
25
日（
木
）

　

�

小
学
１
～
３
年
生

　

午
前
10
時
～
11
時
15
分

　

小
学
４
～
６
年
生

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
0
時
45
分

■持
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
、飲
み
物

■講
ア
デ
ミ
ー
ル
・
フ
ェ
サ
ン　

氏

■定
１
０
０
人

■申�

☎
０
８
０-

４
４
８
２-

３
０
０
３

■主
ガ
ッ
ト
フ
ッ
ト
サ
ル
ス
ク
ー
ル

■後
木
津
川
市
教
育
委
員
会

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
こ
で
ま
り　

会
員
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
で
少
し
生
活
を
か
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
方

■時�

第
２
・
４
木
曜
日

　

午
後
1
時
～
3
時

■所�

庁
舎
北
別
館

■￥�

１
，５
０
０
円（
別
途
教
材
費
年

間
２
５
０
円
）

■問��

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
こ
で
ま
り

　

�

春
見　

☎
０
９
０-

７
３
６
７

-

３
７
３
７

「
ひ
き
こ
も
り
」か
ら
家
族

の
あ
り
方
を
問
う

第
8
回　

教
育
講
演
会
と
み
ん
な

の
し
ゃ
べ
り
場

■講�

杉
山 
春　

氏（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

ラ
イ
タ
ー
）

■時�

9
月
10
日（
土
）午
後
6
時
30
分

～（
開
場　

午
後
6
時
〜
）

■所�

い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■問�

子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

�

佐
々
木　

☎
０
８
０-

２
５
０

２-

５
１
５
９

■主�

京
都
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支

援
の
会「
青
空
」

　
（
京
都
府
地
域
力
再
生
事
業
）

花
野
果
市
の
お
盆
フ
ェ
ア

　

お
盆
の
準
備
は
花
野
果
市
に
お

任
せ
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
20
日
は
、「
は
つ
か
市
」で

野
菜
の
特
売
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

■時�

８
月
５
日（
金
）～
13
日（
土
）

　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■所�

Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ
農
産
物

直
売
所
木
津
店（
木
津
八
色
18-

７
）☎
72-

０
０
８
０

屋
台
村（
夜
市
）を
開
催
し
ま
す

　

屋
台
で
は
、お
い
し
い
食
べ
物

や
飲
み
物
が
楽
し
め
ま
す
。一
味
違

っ
た
夜
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■時�

９
月
２
日（
金
）

　

午
後
４
時
～
８
時　

小
雨
決
行

■所�

木
津
川
市
商
工
会
館　

駐
車
場

（
木
津
南
垣
外
83-

３
）

■内�

各
種
屋
台
を
出
店
し
ま
す
。

■問��

木
津
川
市
商
工
会

　

☎
72-

３
８
０
１

■他�

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

■主�
木
津
川
市
商
工
会　

木
津
地
区　

朝
市
部
会

広報           2016.831

相談しやすい法律事務所

近鉄奈良駅徒歩５分
駐車場完備・時間応相談

弁護士 〈奈良弁護士会所属〉

〈奈良弁護士会所属〉
奈良市登大路町 11－1 登大路プラッツ３階

各種訴訟経験豊富

松本　 浩志
板野　 陽一

☎ 0742-20-6686

弁護士

松本・板野法律事務所
初回相談30分無料

まずはお気軽に
ご相談ください

松本板野法律事務所 検 索
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森登記測量事務所

森登記測量事務所 検索

土地家屋調査士

木津川市木津清水 27 番地 17お気軽に
お電話
下さい !

☎

■　土地・建物の登記・測量　■
■　境界に関するご相談　■

森　 理 運

２
階

市役所の各課・各部署にお電話の際は、電話番号を確認のうえ、おかけください。
開庁日の午前8時30分～午後5時15分は各課ダイヤルインへ、それ以外の時間は市役所代表（☎72-0501）へお電話ください。

1225会計課 ☎75-1218

観光商工課 ☎75-1216

企業立地推進室 ☎75-1216

農政課 ☎75-1220

市民課 ☎75-1210

施設整備課 ☎79-0553

管理課 ☎75-1221

都市計画課 ☎75-1222

木津北地区保全推進室☎75-1222

学校教育課 ☎75-1230

社会教育課 ☎75-1233

文化財保護課 ☎75-1232

水道業務課 ☎75-1250

水道工務課 ☎75-1251

下水道課 ☎75-1252

くらしサポート課 ☎79-0307 加茂支所（代表） ☎76-3611

加茂支所 ☎76-8501

こども宝課 ☎75-1212

山城支所（代表） ☎86-2300

山城支所 ☎86-6600

国保年金課 ☎75-1214

クリーンセンター建設推進室

１
階

２
階

３
階

４
階

出
先
機
関
な
ど

５
階

４
階

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①

②

③

④

⑤

エアコンクリーニング
カビや菌をシャットアウト

ご相談だけでも大歓迎

ベ
ビ
ー
カ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

赤
ち
ゃ
ん
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
せ
た
ま

ま
お
こ
な
う
こ
と
の
で
き
る
京
都
初
の
産

後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
て
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
を
発

散
し
ま
し
ょ
う
！

■所�

東
部
交
流
会
館
２
階「
カ
ル
チ
ャ
ー
１
」

■日�

８
月
12
日（
金
）・
23
日（
火
）・
30
日（
火
）

　

�

午
前
11
時
～
11
時
50
分（
一
日
ず
つ
の

単
発
レ
ッ
ス
ン
で
す
。）

■￥�

１
，０
８
０
円（
場
所
代
・
保
険
代
含
む
）

■講�・
■申
お
や
こ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス.kyoto

k.kang@
oyakofitness.com

鹿
背
山
城
な
ん
で
も
知
ろ
う 

連
続
講
座

■内�

①�「
多
聞
院
日
記
に
記
す〝
カ
ツ
山
ノ
城

落
城
〟は
鹿
背
山
城
の
こ
と
か
」

　

�

②�「
南
都
の
土
器
の
話
～
大
和
の
城
郭

出
土
の
土
器
と
鹿
背
山
城
～
」

■講�

①�

岩
井 

照
芳　

氏（
木
津
の
文
化
財
と

緑
を
守
る
会　

会
長
）

　

�

②�

中
島 

和
彦　

氏（
奈
良
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー
）

■時�

8
月
28
日（
日
）午
後
1
時
30
分
～
4
時

（
開
場　

午
後
1
時
～
）

■所�

い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）

■￥
一
般
３
０
０
円
、会
員
無
料

■定
１
８
０
人  

先
着

■問�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://kizu1978.
info/index.htm

l

）の
「
お
た
よ
り
」コ

ー
ナ
ー
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■主
木
津
の
文
化
財
と
緑
を
守
る
会

お墓なんでも相談会 開催中お墓なんでも相談会 開催中

本 社：木 津 川 市 山 城 町 綺 田 外 高 島 4 7 - 9
木津店：城山台10丁目37-3 思いでの丘霊園前

思いでの丘霊園 建墓承りますまずは
お気軽に

お問い合わせ
ください
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毎月１日から５日の間に各世帯に配布してい「広報きづがわ」は、市内の区・自治会などにご協力いただき、

藤 原 義 明

税理士・社労士

藤 原 庸 貴
大 倉 　 康

各 

種 

相 

談 

日

人
権
・
行
政
相
談

８
月
９
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

木
津
人
権
セ
ン
タ
ー

８
月
16
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

山
城
支
所
別
館

８
月
23
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　

人
権
相
談　

人
権
推
進
課　

☎
75-

１
２
１
７

　

行
政
相
談　

総
務
課　

☎
75-

１
２
０
０

社
協
法
律
相
談（
１
人
年
間
１
回
※
４
月
〜
３
月
）

（ 

要
予
約 
相
談
月
の
１
日
午
前
８
時
30
分

～
、土
日
祝
の
場
合
・
翌
平
日
）

８
月
12
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
本
所　

☎
71-
９
５
５
９

社
協
心
配
ご
と
相
談

８
月
５
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
月
10
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

加
茂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

８
月
26
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

山
城
保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　
社
会
福
祉
協
議
会　

木
津
支
所　

☎
72-

５
５
３
２

　
社
会
福
祉
協
議
会　

加
茂
支
所　

☎
76-

４
３
３
８

　
社
会
福
祉
協
議
会　

山
城
支
所　

☎
86-

４
１
５
１

年
金
相
談 

要
予
約

８
月
24
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

庁
舎
北
別
館

予
約
・
問
合
せ

　

京
都
南
年
金
事
務
所

�

☎
０
７
５-

６
４
３-

２
６
２
０

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９（
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０
）

健
康
相
談 

要
予
約

相
談
日
は
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課　

☎
75-

１
２
１
９

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口�

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
活
動
等
）

毎
週
月
～
金（
休
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

高
齢
介
護
課　

☎
75-

１
２
１
３

障
害
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口（
就
労
支
援
）

毎
週
月
～
金（
休
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

社
会
福
祉
課　

☎
75-

１
２
１
１

い
じ
め
・
不
登
校
等
対
策

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

毎
週
水
・
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　

中
央
図
書
館（
☎
72-

２
６
５
０
）

　

※
電
話
相
談

　
　

�
毎
週
水
・
金
曜
日

　
　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

☎
75-

１
２
３
０

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度 

無
料

解
雇
・
雇
止
め
な
ど
労
働
者
個
人
と
事
業
者

の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
公
平
・
中
立
の
立
場
の

あ
っ
せ
ん
員
が
円
満
に
解
決
し
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
労
働
委
員
会

�

☎
０
７
５-

４
１
４-

５
７
３
３

交
通
事
故
相
談

８
月
12
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

問
合
せ　
木
津
地
域
総
務
室�

☎
72-

０
０
５
１

女
性
相
談

毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
～
３
時

　

女
性
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

女
性
セ
ン
タ
ー　

☎
72-

７
７
１
９

消
費
生
活
相
談

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
楽
会
館（
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣
）

問
合
せ　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー�

☎
72-

９
９
５
５

社
会
福
祉
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
の
相
談
会 

無
料

８
月
６
日
、９
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原

問
合
せ　

京
都
社
会
福
祉
士
会

�

☎
０
９
０-

４
４
９
８-

４
６
８
９

「
く
ら
し
と
し
ご
と
」の
相
談
窓
口 

無
料

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課

毎
月
第
２
水
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

山
城
支
所
別
館

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時　

　

加
茂
支
所

　

※
正
午
～
午
後
１
時
お
よ
び
閉
庁
日
を
除
く

問
合
せ　
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課�

☎
79-

０
３
０
７

弁
護
士
の
法
律
相
談 

要
予
約

毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

　

東
部
交
流
会
館

料
金　

５
，４
０
０
円（
40
分
あ
た
り
）

　

※
収
入
や
資
産
の
少
な
い
方
は
、法
テ
ラ

ス
案
件
と
し
て
相
談
料
は
無
料
で
す
。

問
合
せ

　

京
都
弁
護
士
会

�

☎
０
７
５-

２
３
１-

２
３
７
８

広報           2016.833

ます。届いていない場合は、ご連絡ください。目の不自由な方には、広報をカセットテープで聞くことができる「声
の広報」、また、点字で読むことができる「点字広報」をご用意しています。詳しくは、学研企画課までご連絡くださ
い。　■問学研企画課　☎︎75-1201　fax 75-2701



342016.8 広報

Ａ地区①② Ｂ地区①② Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区
金曜 水曜　 月曜 月曜 火曜 火曜 水曜

※ごみは決められた場所へ出してください。

地区別収集区域表（燃やすごみ以外）

ビニール・プラスチック容器包装（レジ袋・食品カップ・卵ケースなど）

月・木曜　

火・金曜

水・土曜

観音寺、大野、法花寺野、北新町の一部、中新町の一部、
南町、西町、中町、東町（駅西2含む）、中森、岡崎の一部、
河原、南加茂台1・8・9・12・14丁目、プレステマンション

二本松、高田、北新町の一部、中新町の一部、南新町（駅
西1・駅東1の一部含む）、兎並、兎並西（駅東4含む）、山
ノ上、北、小谷上、小谷下、山田、当尾地区全域、南加茂
台3・4・5・6・10・15丁目

里、銭司、井平尾、岡崎の一部、西、東、登大路、仏生寺、
口畑、奥畑、駅東1・2・3（プレステマンションを除く）、
南加茂台1丁目の一部・2・7・11・13丁目

Ａ地区①②
Ｂ地区①②
Ｃ地区・Ｄ地区

Ｅ地区・Ｆ地区
Ｇ地区

第4月曜
第2月曜
第4月曜

第4火曜
第1月曜

燃やすごみ（生ごみ・木くず・紙くずなど）

燃やさないごみ（ビン・かん・陶器類・蛍光灯など）

ビニール・プラスチックごみ（ビデオテープ・歯ブラシ・靴など）

燃やすごみ 新聞・雑誌・段ボール
古着・雑がみ

燃やさないごみ
ビン、かん、陶器類、蛍光灯など

ビニール・プラスチックごみ
ビデオテープ、歯ブラシ、靴など

Ａ地区（第2・4水曜）
Ｂ地区（第2・4木曜）

0
0

（注）収集日は同じ日ですが、必ず別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック…中を洗って、切り開き、乾かしてください。
ペットボトル　…キャップとラベルは外して出してください。

山城区域全域　第3水曜日

Ａ地区（上狛北部・上狛南部）
Ｂ地区（綺田・平尾・椿井・北河原・神童子）

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

ビニール・プラスチック容器包装
レジ袋、食品カップ・卵ケースなど

山城区域全域　月曜日

区　域

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ 地 区

Ｄ 地 区

Ｅ 地 区

Ｆ 地 区

Ｇ 地 区

地　　　　　　　区
南加茂台4・6・8・9丁目
南加茂台12・13・14・15丁目
南加茂台1・2・3・5丁目
南加茂台7・10・11丁目
井平尾、岡崎、河原、西、東、登大路、
仏生寺、口畑
里、二本松、観音寺、大野、法花寺野、南加茂台1丁目の一部
新町（駅西1含む）、南町、西町、中町、東
町（駅西2含む）、中森、兎並、山ノ上、北
兎並西（駅東4含む）、駅東1・2・3、小谷
上、小谷下、銭司、山田、奥畑
高田、当尾地区全域

①
②
①
②

※キャップ・ラベルは外して出してください。

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

①地区（上狛南部・国道24号から西側・国道163号から南側）
②地区（上狛北部・国道24号から東側）
③地区（椿井・北河原・南平尾（鳴子川から南））
④地区（南平尾（鳴子川から北）・神童子）
⑤地区（北平尾・南綺田（不動川から南））
⑥地区（南綺田（不動川から北）・北綺田）

Ａ地区①②（第2・4木曜）
（第1・3月曜）Ｂ地区①②

Ｃ地区（第2・4水曜）
Ｄ地区（第2・4木曜）
Ｅ地区（第2・4金曜

（第2・4火曜
）
）Ｆ地区

Ｇ地区（第1・3木曜）

Ａ地区①②
Ｂ地区①②（第1・3木曜）

（第1・3火曜）

Ｃ地区（第1・3木曜）
Ｄ地区（第1・3木曜）
Ｅ地区（第1・3金曜）
Ｆ地区（第1・3金曜）

（第2・4月曜）Ｇ地区

※詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

※詳しくは
「ごみ収集カレンダー」を
ご覧ください。

※「ごみ収集カレンダー」及び「ごみの分別と出し方ガイドブック」は、木津川市ホームページに掲載しています。

※

ペットボトル

※ごみは決められた場所へ出してください。

①地区 ②地区

④地区 ⑤地区

③地区

⑥地区

Ａ地区① Ａ地区② Ｂ地区① Ｂ地区② Ｃ地区

Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区

※ア地区：綺田・平尾（鳴子川から北）
　イ地区：上狛北部・上狛南部
　　　　　北河原・椿井・神童子
　　　　　平尾（鳴子川から南）

棚倉小学校 ア地区（8月18日、毎月第3木曜日）
イ地区（8月19日、毎月第3金曜日）

8月10日・24日　9月14日
8月11日・25日　9月8日

9月 8 日
9月 5 日
9月 14日
9月 8 日
9月 9 日
9月 13日
9月 1 日

9月 6 日
9月 1 日
9月 1 日
9月 1 日
9月 2 日
9月 2 日
9月 12日

8月 11日・25日
8月 1 日・15日
8月 10日・24日
8月 11日・25日
8月 12日・26日
8月 9 日・23日
8月 4 日・18日

8月 2 日・16日
8月 4 日・18日
8月 4 日・18日
8月 4 日・18日
8月 5 日・19日
8月 5 日・19日
8月 8 日・22日

10月8日（土）10月22日（土）8月13日（土）

8月27日（土）9月10日（土）9月24日（土）

10月14日（金）10月11日（火）10月17日（月）10月28日（金）10月20日（木）

8月18日（木） 10月21日（金） 8月26日（金） 8月9日（火）
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※ごみは決められた場所へ出してください。

市　　役　　所
女 性 セ ン タ ー
リサイクル研修ステーション
西 部 交 流 会 館
東 部 交 流 会 館
京都府木津総合庁舎駐車場前倉庫内
以上施設開所日のみ設置
スーパー中村屋（木津店）

スーパー中村屋
※ペットボトルのみ

（梅美台店）

城　　酒　　店
イ ワ ウ チ 酒 店
JA京都やましろ木津支店
アル・プラザ（木津店）
ハーベス（木津川台店）
イオン高の原店（西側入口）
サンディ（木津店）
フレンドマート（木津川店）

以上営業日のみ設置

飲料用紙パック
ペットボトル
回収容器常設場所

Garbage Collection

第1火曜
第2火曜
第3火曜
第4火曜

Ａ地区・Ｄ地区
Ｂ地区・Ｃ地区・Ｋ地区
Ｅ地区・Ｈ地区・Ｉ地区
Ｆ地区・Ｇ地区・Ｊ地区

燃やさないごみ
Incombustible

ビニール・プラスチックごみ
Plastic and Vinyl

（第1・3火曜） 
（注）必ず、別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック
Paper cartons
※中を洗って、切り開き、

乾かしてください。

古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth

ペットボトル
Plastic bottles

※キャップとラベルは外し
て出してください。

拠点回収

拠点回収

決められた場所へ出してください。

Permanent collection points for paper cartons/
Plastic bottles
We regret that due to lack of space, no details in English are
available. Please  ask  your  neighbors and/or the Kizugawa
city office  for  information regarding collection points. 

ビン・かん・陶器類・蛍光灯など
（Bottles, cans, pottery etc.）

ビデオテープ・歯ブラシ・靴など
（Video tapes, tooth brushes etc.）

Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth must
each be  sorted  out  separately.
These items should be recycled and not be treated as combustible waste.

梅美台公園南側歩道

黄葉公園
も み じ

第3月曜日

まち美化推進課 75-1215

English instructions are arailible from the Kizugawa city hall.
Tel:  75-1215  Fax:  72-3900

古紙類をリサイクルすることで燃やすごみの量を減らす
ことができます。
古紙類集団回収事業
古紙類等の集団回収にご協力ください。
集団回収で古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
を収集された場合、補助金（予算範囲内）をお支払いします。
※収集業者によって回収品目が異なることがあります。詳し

くは、各収集業者に問い合わせてください。

ビニール・プラスチック容器包装
Plastic casing / wrapping

Ｂ地区

（Mon.）

Ｃ地区

木曜
（Thu.）

Ｄ地区

水曜
（Wed.）

Ｅ地区

水曜
（Wed.）

Ｆ地区

月曜
（Mon.）

Ｈ地区

（Tue.）

Ｉ地区

火曜
（Tue.）

Ｊ地区

金曜
（Fri.）

Ｋ地区

火曜
（Tue.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

月曜

Ｇ地区

金曜
（Fri.）

火曜

収集でき
ないごみ

タイヤ・廃油・バッテリー・農薬・劇物・消火器など
の処理は購入店または専門業者にご相談ください。

レジ袋・食品カップ・卵ケースなど
Grocery bags,shampoo bottles,egg cartons etc.

Please note that we are unfortunately not able to accept
dangerous materials, chemicals, car-batteries, tires or oil etc. These
items should be taken to the store from which you bought them.

燃やすごみ
Combustible

生ごみ・木くず・紙くずなど
Kitchen waste, dust etc.

Ａ地区
Ｂ地区（第1・3木曜）

（第1・3月曜）
Ｃ地区
Ｄ地区
Ｅ地区（第2・4土曜）

（第2・4月曜）

Ｆ地区（第2・4木曜）
（第2・4火曜）Ｇ地区

Ｈ地区（第1・3金曜）
Ｉ地区（第2・4水曜）
Ｊ地区（第1・3水曜）
Ｋ地区（第2・4金曜）

※詳しくは
「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

第1木曜日

粗大ごみ
Oversized Garbage

※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

机・自転車・ストーブ・タンスなど
Desk, bicycle, stove, chest  etc.

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区

Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区 Ｈ地区

Ｉ地区 Ｊ地区 Ｋ地区

古紙類…新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなどは完全リサイ
クルされます。「燃やすごみ」として収集されません。各地域
で、定められた場所にきちんとお出しください。

城山台小学校

城山台小学校

9月 6 日
9月 1 日
9月12日
9月 5 日
9月10日
9月 8 日
9月13日
9月 2 日
9月14日
9月 7 日
9月 9 日

8月 2 日・16日
8月 4 日・18日
8月 8 日・22日
8月 1 日・15日
8月13日・27日
8月11日・25日
8月 9 日・23日
8月 5 日・19日
8月10日・24日
8月 3 日・17日
8月12日・26日

8月30日（火）10月8日（土）10月22日（土）8月2日（火）

10月4日（火）9月24日（土）9月29日（木）8月24日（水）

9月8日（木）8月31日（水）10月31日（月）

広報           2016.835



ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

木
津
川
市
を
創
る
す
べ
て
の
絆
［
第
四
十
八
回
］

男
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
記

録
２
時
間
６
分
16
秒　

そ

の
記
録
は
、今
も
破
ら
れ

て
い
な
い
…
。

い
よ
い
よ
今
月
開
幕
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
。日
本
人
選
手

の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
う
と
、木
津
川
市
出
身
の
高
岡
寿
成
氏
が
、陸
上

長
距
離
競
技
選
手
と
し
て
出
場
し
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

高
岡
さ
ん
が
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
た
の
は
中
学
生
の

頃
。小
学
生
の
頃
に
参
加
し
た
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
、先
頭

を
走
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
。

高
校
は
、府
内
で
も
指
折
り
の
陸
上
強
豪
校
へ
進
ん
だ
。長

距
離
選
手
と
し
て
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、全
国
高
校
駅
伝
に

３
年
連
続
出
場
を
果
た
し
た
。

大
学
は
、関
東
の
強
豪
校
で
は
な
く
、地
元
の
龍
谷
大
学
に

進
学
し
た
。今
ま
で
の
指
導
者
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
メ
ニ

ュ
ー
を
こ
な
す
だ
け
の
練
習
か
ら
、自
分
が
ど
う
し
た
ら
速

く
走
れ
る
の
か
を
考
え
る
練
習
に
方
向
転
換
し
、大
学
４
回

生
の
時
に
、５
，０
０
０
ｍ
で
日
本
記
録
を
樹
立
し
た
。「
陸
上

は
、人
が
ど
う
こ
う
言
う
の
を
気
に
す
る
よ
り
、自
分
が
で
き

る
こ
と
を
積
み
上
げ
て
い
く
だ
け
。自
分
の
努
力
で
ど
う

に
で
も
な
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返

る
。そ

の
頃
の
高
岡
さ
ん
の
ノ
ー
ト
に
は
、『
故
障
の
苦
し
み

に
比
べ
れ
ば
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
苦
し
み
は
楽
で
あ
る
』と

書
か
れ
て
お
り
、そ
の
陸
上
に
懸
け
る
想
い
は
誰
よ
り
も

熱
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

大
学
卒
業
後
は
、伊
藤
国
光
監
督
率
い
る
カ
ネ
ボ
ウ
へ

就
職
し
た
。厳
し
い
指
導
の
も
と
、１
９
９
４
年
の
広
島

ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
は
、５
０
０
０
ｍ
と
１
０
０
０
０

ｍ
で
優
勝
。そ
の
後
、１
９
９
６
年
の
日
本
選
手
権
男
子

１
０
０
０
０
ｍ
で
も
優
勝
す
る
な
ど
、そ
の
力
を
存
分
に

発
揮
し
、小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
舞
台
に
立
つ
。同
年
開
催
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
で
は
、男

子
長
距
離
代
表
に
選
出
さ
れ
た
も
の
の
予
選
で
敗
退
。そ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
、

１
０
０
０
０
ｍ
７
位
入
賞
、５
０
０
０
ｍ
15
位
と
い
う
好

成
績
を
あ
げ
た
。

中
距
離
選
手
と
し
て
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、

着
実
に
記
録
を
積
み
重
ね

て
き
た
が
、２
０
０
１
年
、

31
歳
で
マ
ラ
ソ
ン
選
手
へ

の
転
向
を
決
意
す
る
。不

安
は
な
か
っ
た
の
か
尋
ね

る
と
、「
よ
り
世
界
に
挑
戦
で
き

る
と
思
っ
た
」と
い
う
。

そ
の
言
葉
ど
お
り
、翌
２
０ 

０
２
年
の
シ
カ
ゴ
マ
ラ
ソ
ン
で

は
、２
時
間
６
分
16
秒
で
ゴ
ー

ル
し
、日
本
男
子
マ
ラ
ソ
ン
新
記
録
を
打
ち
立
て
た
。

大
会
で
結
果
が
で
な
い
と
き
は
、自
分
を
顧
み
る
と
い

う
。「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
真
剣
に
向
き
合
え
ば
、結
果
は
出

る
。環
境
が
よ
く
て
結
果
が
よ
く
な
い
と
い
う
の
は
、何
か

自
分
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。ア
イ
デ
ア
次
第
で
問
題
が

解
決
す
る
し
、よ
り
良
い
も
の
を
生
み
出
せ
る
」

２
０
０
９
年
に
現
役
を
引
退
し
、現
在
は
、カ
ネ
ボ
ウ
陸
上

競
技
部
の
監
督
を
務
め
る
。監
督
に
な
っ
た
今
も
、選
手
と
一

緒
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。「
走
り
な
が
ら
選

手
の
状
況
を
見
て
い
ま
す
。そ
れ
に
、走
る
こ
と
で
思
考
能
力

が
高
ま
り
、机
に
向
か
っ
て
い
る
よ
り
良
い
ア
イ
デ
ア
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。何
よ
り
、体
調
管
理
も
含
め
て
、走
っ
て
い

な
い
と
だ
め
な
性
格
な
の
で
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

４
年
後
に
迫
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て「
自
分

の
経
験
を
生
か
し
、世
界
の
陸
上
で
、ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
て
る
選
手
、勝
負
で
き
る
選
手
を
育
て
て
い
く
の
が
今

の
私
の
目
標
で
す
。東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
切
符
を
掴

め
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
語
っ

て
く
れ
た
。

高
岡
さ
ん
は
、今
も
走
り
続
け
て
い
る
。夢
の
そ
の
先
へ
と
。

夢
の
そ
の
先
へ

高た
か
お
か
と
し
な
り

岡
寿
成
さ
ん

マ
チ
オ
モ
イ
部 
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